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全
ト
協
で
は
国
土
交
通
省

と
連
携
し
て
︑
昨
年
４
月
に

告
示
さ
れ
た
﹁
標
準
的
な
運

賃
﹂
の
荷
主
企
業
等
へ
の
周

知
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
︑

﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
の
理
解

促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
条
件
改
善
﹂
と
﹁
持
続
可

能
な
物
流
実
現
﹂に
向
け
て
︑

取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
て

い
く
︒
ま
た
︑全
ト
協
で
は
︑

﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
に
つ
い

て
︑
普
及
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
解
説
書
テ
キ
ス
ト
の
作
成

な
ど
を
通
じ
︑
会
員
事
業
者

に
向
け
た
標
準
的
運
賃
の
普

及
︑
届
出
お
よ
び
交
渉
へ
の

支
援
策
を
強
化
し
て
い
る

が
︑
特
に
会
員
事
業
者
に
対

し
て
︑
標
準
的
運
賃
の
早
期

届
出
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

さ
ら
に
︑﹁
改
正
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
﹂
の
趣
旨
に

則
り
︑﹁
事
業
者
が
遵
守
す

べ
き
事
項
﹂
や
﹁
規
制
の
適

正
化
﹂
な
ど
事
業
者
へ
﹁
事

業
適
正
化
﹂
を
呼
び
か
け
て

い
く
︒

　

標
準
的
な
運
賃
は
︑
運
送

事
業
者
が
法
令
を
遵
守
し
て

持
続
的
に
事
業
を
運
営
す
る

際
の
参
考
と
な
る
運
賃
を
示

す
こ
と
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
に
お
け
る
取
引
の

適
正
化
・
労
働
条
件
の
改
善

を
促
進
す
る
た
め
に
定
め
ら

れ
た
も
の
︒
改
正
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
に
よ
っ
て
設

け
ら
れ
た
﹁
標
準
的
な
運
賃

の
告
示
制
度
﹂
に
基
づ
き
︑

国
交
省
が
昨
年
４
月
に
告
示

を
行
っ
た
︒

荷
主
企
業
に
向
け
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
お
願
い
書
を
送
付

　

現
在
︑
全
ト
協
で
は
荷
主

企
業
へ
の﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

普
及
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
︒
こ
れ
ま
で
荷
主
企
業
へ

の
周
知
活
動
と
し
て
︑
国
交

省
と
連
携
し
て
同
制
度
に
関

す
る
荷
主
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
写
真
㊧
）
を
作
成
し
た

ほ
か
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
協
力
を
得
て
取
り

ま
と
め
た
リ
ス
ト
を
も
と
に
︑

全
国
の
荷
主
企
業
約
４
万
６

０
０
０
社
に
対
し
て
︑﹁
安
定

し
た
輸
送
力
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
の
お
願
い
﹂
を
送

付
す
る
な
ど
し
て
き
た
︒

　

ま
た
︑昨
年
11
月
に
続
き
︑

荷
主
向
け
専
門
紙
に
対
し
て

﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
周
知
広

告
の
掲
載
も
実
施
し
た
（
２

月
21
日
㈰
~
26
日
㈮
︑
写
真

㊤
）︒

　

同
広
告
で
は
︑
標
準
的
な

運
賃
は
﹁
安
定
し
た
輸
送
力

を
確
保
す
る
た
め
﹂
の
も
の

で
あ
る
と
説
明
︒
我
が
国
の

物
流
を
維
持
し
続
け
て
い
く

た
め
に
は
︑
標
準
的
な
運
賃

に
対
す
る
荷
主
企
業
の
理
解

・
協
力
が
欠
か
せ
な
い
と
訴

え
て
い
る
︒

荷
主
対
策
と
周
知
活
動
等

会
員
支
援
策
を
一
層
強
化
へ

　

全
ト
協
で
は
︑
こ
れ
ら
の

活
動
を
通
じ
て
︑﹁
標
準
的

な
運
賃
﹂
の
普
及
促
進
等
を

図
る
と
と
も
に
︑
会
員
事
業

者
に
対
し
て
は
標
準
的
な
運

賃
の
早
期
届
出
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
の
強
化
を

呼
び
か
け
て
い
く
︒

全
国
で
普
及
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
解
説
書
を
配
布

　

ま
た
︑
全
ト
協
で
は
︑
同

制
度
の
告
示
を
受
け
て
︑
持

続
可
能
な
物
流
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
︑
会
員
事
業
者
に

対
し
て
標
準
的
な
運
賃
の
理

　
﹁
事
業
者
が
遵
守
す
べ
き

事
項
の
明
確
化
﹂
で
は
︑
事

業
用
自
動
車
の
定
期
的
な
点

検
・
整
備
の
実
施
な
ど
輸
送

の
安
全
に
係
る
義
務
の
明
確

化
︑
さ
ら
に
︑
車
庫
の
整
備

・
管
理
や
健
康
保
険
法
等
に

よ
り
納
付
義
務
を
負
う
保
険

料
等
の
納
付
な
ど
︑
事
業
の

適
確
な
遂
行
の
た
め
の
遵
守

義
務
の
新
設
が
行
わ
れ
た
︒

　

一
方
で
︑﹁
規
制
の
適
正
化
﹂

で
は
︑
約
款
の
認
可
基
準
の

明
確
化
︑事
業
計
画
の
変
更
︑

事
業
許
可
の
基
準
の
明
確

化
︑欠
格
期
間
の
延
長
等（
法

令
に
違
反
し
た
者
等
の
参
入

の
厳
格
化
）
が
行
わ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
も
う
一
つ
の
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
﹁
荷
主
対
策
の

深
度
化
﹂
で
は
︑
荷
主
の
配

慮
義
務
の
新
設
︑
荷
主
勧
告

制
度
（
既
存
）
の
強
化
︑
国

土
交
通
大
臣
に
よ
る
荷
主
へ

の
働
き
か
け
等
の
規
定
の
新

設
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
か
ら
︑
国
交
省
と
連
携
し

て
輸
送
・
荷
待
ち
・
荷
役
な

ど
に
関
す
る
輸
送
実
態
把
握

の
た
め
の
意
見
等
の
募
集
を

行
っ
て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
改
正
事
業
法
の

趣
旨
を
踏
ま
え
て
︑
２
月
22

日
に
開
催
さ
れ
た
官
・
労
・

使
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
国
交

省
主
催
の
﹁
貨
物
自
動
車
運

送
適
正
化
事
業
対
策
協
議

会
﹂（
３
面
に
関
連
記
事
）

で
は
︑
全
国
実
施
機
関
の
令

和
３
年
度
適
正
化
事
業
活
動

指
針
で
︑﹁
適
正
化
情
報
シ

ス
テ
ム
を
通
じ
た
国
土
交
通

省
へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
﹂

を
行
う
こ
と
が
重
点
項
目
と

し
て
確
認
さ
れ
た
︒

　

こ
の
﹁
適
正
化
情
報
シ
ス

テ
ム
﹂
は
︑
法
令
を
遵
守
し

な
い
悪
質
事
業
者
へ
の
早
期

監
査
を
支
援
す
る
た
め
︑
適

正
化
事
業
実
施
機
関
の
実
施

す
る
巡
回
指
導
に
お
い
て

﹁
Ｅ
評
価
﹂
ま
た
は
﹁
Ｄ
評

価
﹂
と
な
っ
た
事
業
所
を
一

覧
表
示
す
る
も
の
で
︑
こ
の

巡
回
指
導
結
果
に
つ
い
て
運

輸
支
局
等
へ
迅
速
に
情
報
提

供
す
る
と
と
も
に
︑
同
評
価

の
事
業
所
へ
の
巡
回
指
導
を

精
力
的
に
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
︒

　

こ
れ
ま
で
︑﹁
法
令
を
守

ら
な
い
事
業
者
﹂
や
﹁
適
正

な
事
業
運
営
が
行
わ
れ
な
い

事
業
者
﹂
の
存
在
が
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
全
体
の
健
全

な
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
と

指
摘
さ
れ
て
き
て
お
り
︑
こ

の
度
の
行
政
︑
労
働
団
体
︑

学
識
経
験
者
︑
運
送
事
業
者

が
一
同
に
会
す
る
対
策
協
議

会
で
﹁
業
界
の
さ
ら
な
る
健

全
化
﹂
の
方
向
性
が
示
さ
れ

た
意
義
は
大
き
い
と
い
え
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑﹁
標
準
的

な
運
賃
﹂
に
つ
い
て
︑
一
般

社
会
や
荷
主
企
業
等
の
理
解

促
進
を
得
て
︑
今
後
︑
届
出

・
交
渉
が
進
ん
で
い
く
た
め

に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
自
助
努
力
も
必
要
と
い
う

認
識
か
ら
︑
巡
回
指
導
を
強

化
す
る
な
ど
会
員
事
業
者
へ

一
層
の
事
業
適
正
化
を
呼
び

か
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
︒

解
促
進
・
早
期
届
出
に
向
け

た
取
り
組
み
を
展
開
︒
会
員

事
業
者
の
運
賃
・
料
金
設
定

や
荷
主
と
の
交
渉
に
活
用
で

き
る
解
説
書
を
作
成
し
配
布

し
た
ほ
か
︑
昨
年
８
月
~
11

月
に
か
け
て
は
全
国
各
地
で

会
員
事
業
者
向
け
﹁
標
準
的

な
運
賃
﹂
普
及
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
き
た
︒

　

し
か
し
︑
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
な
ど
も
あ
り
︑
標
準
的
な

運
賃
に
係
る
届
出
件
数
は
伸

び
悩
ん
で
い
る
の
が
現
状
と

な
っ
て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け

て
︑
全
ト
協
で
は
今
後
も
︑

会
員
事
業
者
向
け
の
施
策
の

検
討
を
実
施
︒
荷
主
企
業
等

と
の
標
準
的
運
賃
交
渉
に
向

け
た
支
援
策
強
化
を
図
っ
て

い
く
︒

　
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
に
つ
い
て
は
︑
平
成
30
年
12
月
に
成
立
し
た
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
﹂
の
ポ
イ
ン
ト
（
左
表
）
の
う
ち
︑
①
﹁
事
業
者
が
遵
守
す

べ
き
事
項
の
明
確
化
﹂︑
②
﹁
規
制
の
適
正
化
﹂︑
③
﹁
荷
主
対
策
の
深
度
化
﹂︑
④
﹁
標
準

的
な
運
賃
の
告
示
制
度
の
導
入
﹂
︱
︱
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
は
︑
法
改
正
の
目
的
で
あ
る
︑﹁
経
済
活
動
・
国
民
生
活
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

の
健
全
な
発
達
を
図
る
た
め
規
制
の
適
正
化
を
図
る
ほ
か
︑
業
界
の
担
い
手
で
あ
る
運
転
者

の
労
働
条
件
を
改
善
す
る
﹂
た
め
︑４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
全
て
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
︒

新型コロナウイルス感染が拡大するなかでも、経済活
動を止めないため、トラックドライバーは日夜頑張り
続けております。
しかしながら、少子高齢化や労働環境の厳しさゆえに
慢性的なドライバー不足に陥っております。
こうした状況を打開するため、国土交通省は貨物自動車
運送事業法に基づき、令和2年4月、「標準的な運賃」

を告示しました。トラックドライバーの労働条件を改
善し、ドライバー不足の解消を図り、安定した輸送力
を確保するため、法令を遵守して持続的に事業を行う
うえで参考となる運賃を国が示したものです。
持続可能な物流を実現するため、荷主の皆様、「標準
的な運賃」の趣旨にご理解いただき、ご協力ください
ますよう、お願いいたします。

■ 標準的な運賃は、　
    上の二次元コードから 
    ご覧いただけます。
■ 「トラック 標準的な運賃」で、 
    検索して下さい。

安定した輸送力を確保するため、「標準的な運賃」にご理解ください。

24時間365日 
『日本の物流』を
トラックドライバーは

止めません

会
員
事
業
者
に
対
し
て
届
出
・
交
渉
に
向
け
た
支
援
策
強
化
へ

会
員
事
業
者
に
対
し
て
届
出
・
交
渉
に
向
け
た
支
援
策
強
化
へ

「
標
準
的
な
運
賃
」
へ
の
理
解
・
協
力
と
届
出
促
進
に
向
け
て

「
標
準
的
な
運
賃
」
へ
の
理
解
・
協
力
と
届
出
促
進
に
向
け
て

更
な
る
「
事
業
の
適
正
化
」
を
推
進

更
な
る
「
事
業
の
適
正
化
」
を
推
進

表　「貨物自動車運送事業法の一部を
改正する法律」のポイント

◇ポイント１「事業者が遵守すべき事項の明確化」
⑴輸送の安全に係る義務の明確化
・�トラックの点検や整備をしっかりと定期的に行わなければな
らない

⑵事業の適確な遂行のため守るべき義務の新設
・�車庫をしっかり整備して、健康保険料など法令に従って必ず
納付しなければならない

◇ポイント２「規制の適正化」
⑴約款の認可基準の明確化
・�本来の運送業務とは別に、客先での荷待ちや追加的な作業
がどのくらい発生しているか「見える化」し、待機時間料、積込・
取卸料など料金をしっかり受け取れるようにしなければなら
ない

⑵事業計画の変更
・�車両台数に関わる事業計画を変更する時には届出または認
可を受けなければならない

⑶事業許可の基準の明確化
・�トラックの点検や整備によって安全性を確保し、十分な広さ
の車庫や資金を備えなければならない

⑷欠格期間の延長等
・�法令に違反して事業許可を取り消されたり、処分から逃れる
ために自主廃業したりした場合などで、新たに事業許可を受
けることができるようになるまでの年数を延長

◇ポイント３「荷主対策の深度化」
⑴荷主の配慮義務の新設
・�トラック事業者が法令を守って仕事ができるよう、荷主も必
要な配慮をすることを義務付け

⑵荷主勧告制度（既存）の強化
・�トラック事業者（軽自動車を使う事業者も含む）が法令違反
をして、荷主にも原因がある場合には、荷主名も公表され、
法令違反行為を犯さずに済むよう荷主と交渉しやすくなった

⑶国土交通大臣による荷主への働きかけ等の規定の新設
・�荷主に対して、一定の場合に国土交通大臣が関係行政機関
と協力して働きかけ等を行うことができる

◇ポイント４「標準的な運賃の告示制度の導入」
⑴標準的な運賃の告示制度の導入
・�必要なコストを賄って事業を運営する際の参考となる標準的
な運賃を国土交通大臣が定めて公表

トラック運送事業の健全な発展とトラック運送事業の健全な発展と
運転者の労働条件改善を図るため運転者の労働条件改善を図るため

全
ト
協

「
法
令
を
遵
守
し
な
い
事
業
者
」
へ
の
対
策
強
化
も

「
法
令
を
遵
守
し
な
い
事
業
者
」
へ
の
対
策
強
化
も

トラック輸送のトラック輸送の
「標準的な運賃」「標準的な運賃」
が定められましたが定められました

令和２年
４月

トラック輸送の「標準的な運賃」に
ご理解・ご協力をお願いいたします

国土交通省では、トラックドライバーの労働条件の改善・
ドライバー不足の解消を図り、安定した輸送力を確保する
ため、トラック運送事業者が法令を遵守して持続的に事業
を行う際の参考となる標準的な運賃の告示を行いました
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

～大地震発生時の措置等編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�車を運転中に緊急地震速報の発表を知ったときは、非常点滅表示
灯をつけるなどして周囲の車に注意を促した後、緩やかに速度を
落とす。（ ○・× ）

❷	�車を運転中に大地震が発生したときは、急ハンドル、急ブレーキ
を避けるなど、できるだけ安全な方法により道路の左側に停止さ
せること。（ ○・× ）

❸	�停止後は、カーラジオ等により地震情報や交通情報を聞き、その
情報や周囲の状況に応じて行動する。（ ○・× ）

❹	�やむを得ず道路上に置いて避難するときは、エンジンキーは付け
たままとするか運転席などの車内の分かりやすい場所に置き、窓
は開け、ドアはロックしない。（ ○・× ）

❺	�車を運転中以外の場合に大地震が発生したときでも、車を運転で
きるのであれば車を使用して避難する。（ ○・× ）

（解答は7面）

　あなたは、先行する乗用車に続いて片側２車線の交差点を右
折しようとしています。対向車線には右折しようとするトラッ
クがいます。この場面にはどのような危険がありますか。また、
危険を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょう
か。考えてみましょう。

状 

況

〔第 132回〕「前車に続いての右折」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

２
月
12
日
︑
第
15
回
﹁
運

輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金
出

捐
金
事
業
評
価
機
関
会
議
﹂

（
委
員
長
・
杉
山
武
彦
︹
公

財
︺高
速
道
路
調
査
会
顧
問
）

が
開
催
さ
れ
た
︒

　

同
会
議
は
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
が
実
施
す
る
出
捐

金
事
業
に
つ
い
て
︑
透
明
性

確
保
の
観
点
か
ら
毎
年
度
の

事
業
実
績
を
評
価
す
る
も

の
︒
今
回
は
︑
令
和
元
年
度

事
業
に
お
け
る
評
価
を
決
定

し
た
︒

　

評
価
対
象
事
業
項
目
お
よ

び
評
価
結
果
は
次
の
通
り

（
評
価
方
法
=
中
期
目
標
の

達
成
に
向
け
て
︑
Ａ
:
優

れ
た
実
施
状
況
︑
Ｂ
:
お

お
む
ね
順
調
な
実
施
状
況
︑

Ｃ
:
順
調
な
実
施
状
況
に

な
く
︑
事
業
の
見
直
し
等
が

必
要
）︒

◆ 

輸
送
の
安
全
の
確
保
①

（
交
通
事
故
防
止
）=
Ｂ
︑

同
②
（
労
災
事
故
防
止
）

=
Ａ
︑
同
③
（
健
康
起
因

事
故
防
止
）
=
Ｂ

◆ 

環
境
の
保
全
（
Ｃ
Ｏ
２
削

減
）
=
Ｂ

◆ 
事
業
適
正
化
①
（
巡
回
指

導
）
=
Ａ
︑
同
②
（
安
全

性
評
価
事
業
）
=
Ｂ

◆ 

輸
送
サ
ー
ビ
ス
改
善
・
向

上
①
（
輸
送
相
談
・
引
越

優
良
認
定
）
=
Ａ
︑
同
②

（
資
金
融
通
支
援
）
=
Ａ

　

ま
た
︑次
期
計
画
期
間（
３

~
５
年
度
の
３
年
間
）
を
反

前
回
か
ら
26
・
４
ポ
イ
ン

ト
改
善

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況
感

令
和
２
年
10
月
~
12
月
期

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

２
月
12
日
︑
令
和
２
年
10
月

~
12
月
期
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
景
況
感
（
速
報
）﹂

を
発
表
し
た
︒

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
通
販
需
要

の
拡
大
に
よ
り
︑﹁
宅
配
貨

つ
い
て
は
︑
３
年
１
月
の
緊

急
事
態
宣
言
発
令
お
よ
び
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
に
よ
る
経
済
活
動

の
低
迷
の
影
響
を
織
り
込

み
︑
業
界
の
景
況
感
は
今
回

の
マ
イ
ナ
ス
65
・
３
か
ら
６

・
３
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
︑
マ

イ
ナ
ス
71
・
６
と
な
る
と
見

込
ん
で
い
る
︒

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
全
国

の
代
表
者
を
繋
い
で
開
催

青
年
部
会
第
３
回
全
国

代
表
者
協
議
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会
（
岩
田
享
也
部
会

長
）
は
２
月
18
日
︑
令
和
２

年
度
第
３
回
﹁
全
国
代
表
者

協
議
会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

同
協
議
会
は
︑
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
︑
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

に
て
開
催
︒
会
場
の
全
ト
協

ホ
ー
ル
に
は
︑
岩
田
部
会
長

を
は
じ
め
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表

５
人
が
出
席
︒
残
り
の
ブ
ロ

映
し
た
同
事
業
の
評
価
基
本

方
針
改
正
案
︑
次
期
中
期
目

標
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
す

る
と
と
も
に
︑
３
年
度
事
業

計
画
案
の
内
容
説
明
を
行
っ

た
︒

物
﹂
で
は
︑
輸
送
量
・
営
業

収
入
・
営
業
利
益
と
も
に
︑

前
期
と
同
様
大
幅
に
改
善
︒

﹁
一
般
貨
物
﹂・﹁
宅
配
以
外

の
特
積
貨
物
﹂
で
も
︑
輸
送

量
・
営
業
利
益
等
が
回
復
基

調
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
︑
業

界
の
景
況
感
は
マ
イ
ナ
ス
65

・
３
（
前
年
同
期
比
）
と
な

り
︑前
回（
マ
イ
ナ
ス
91
・
７
）

か
ら
26
・
４
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
た
︒

　

な
お
︑
今
後
の
見
通
し
に

（
3
月
１
日
〜
31
日
）

▽
３
月
１
日

・
第
５
回
施
設
事
業
委
員
会

・
第
３
回
小
規
模
事
業
者
コ
ロ
ナ
時

・
災
害
時
特
別
対
策
委
員
会

▽
３
月
11
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
１
８
９
回
理
事
会
及
び
第
15

回
全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正

化
事
業
実
施
機
関
本
部
長
会
議

合
同
会
議

▽
３
月
17
日

・
第
41
回
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

安
全
性
評
価
委
員
会

緊
急
事
態
宣
言
解
除
に
伴
い

食
堂
営
業
時
間
を
通
常
化

茨
城
・
安
城
・
名
古
屋
・
大
阪

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
﹁
緊
急
事
態
宣
言
﹂
が
前

倒
し
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
︑

茨
城
・
安
城
・
名
古
屋
・
大
阪
の

４
Ｔ
Ｓ
で
は
通
常
通
り
の
営
業
時

間
で
食
堂
を
運
営
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑大
宮
Ｔ
Ｓ
に
つ
い
て
は
︑

﹁
緊
急
事
態
宣
言
﹂
等
に
伴
い
３

月
７
日
ま
で
引
き
続
き
運
営
時
間

を
短
縮
し
て
い
る
︒

　

各
Ｔ
Ｓ
の
詳
細
な
運
営
時
間
に

つ
い
て
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
﹁
ト
ラ
ッ
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
>
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ス
ト
﹂
ペ
ー
ジ

お
よ
び
同
ペ
ー
ジ
最
上
部
に
掲
載

の
﹁﹃
緊
急
事
態
宣
言
﹄
等
に
伴

い
食
堂
施
設
等
の
運
営
時
間
短
縮

を
行
っ
て
い
る
Ｔ
Ｓ
一
覧
﹂
を
参

照
の
こ
と
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

　

国
土
交
通
省
は
２
月
24

日
︑令
和
２
年
度
第
４
回
﹁
自

動
車
運
送
事
業
に
係
る
交
通

事
故
対
策
検
討
会
﹂
を
開
催

し
︑
本
年
度
に
計
画
期
間
の

最
終
年
度
を
迎
え
る
﹁
事
業

用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン

２
０
２
０
﹂
に
代
わ
っ
て
策
定

さ
れ
る
︑
次
期
計
画
﹁
事
業

用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン

２
０
２
５
﹂
の
最
終
と
り
ま

と
め
案
に
つ
い
て
の
検
討
を

行
っ
た
︒

　

次
期
計
画
の
ポ
イ
ン
ト

は
︑
①
依
然
と
し
て
発
生
す

る
飲
酒
運
転
︑
健
康
起
因
事

故
等
へ
の
対
策
︑
先
進
技
術

の
開
発
・
普
及
を
踏
ま
え
た

対
策
︑
超
高
齢
社
会
に
お
け

る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス

提
供
強
化
を
踏
ま
え
た
事
故

防
止
対
策
︑
②
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
︑
激

甚
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
等

に
対
し
︑
新
た
な
日
常
へ
の

移
行
に
伴
う
事
業
環
境
変
化

に
お
け
る
安
全
対
策
︑
③
重

傷
者
数
に
対
す
る
削
減
目
標

と
と
も
に
︑
業
態
ご
と
に
一

層
の
事
故
削
減
を
図
る
た

め
︑
各
業
態
の
特
徴
的
な
事

故
に
対
す
る
削
減
目
標
を
設

定
︱
︱
の
３
点
︒
重
点
施
策

を
表
の
通
り
定
め
︑
事
業
用

自
動
車
に
お
け
る
さ
ら
な
る

安
全
性
向
上
を
図
っ
て
い
く
︒

　

ま
た
︑
事
故
削
減
目
標
と

し
て
︑
①
24
時
間
死
者
数
２

２
５
人
以
下
︑
②
重
傷
者
数

２
１
２
０
人
以
下
︑
人
身
事

故
件
数
１
万
６
５
０
０
件
以

下
︑
④
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
︱
︱

を
設
定
し
た
ほ
か
︑
各
業
態

の
個
別
目
標
を
新
た
に
設

け
︑
ト
ラ
ッ
ク
業
態
の
個
別

目
標
と
し
て
︑
追
突
事
故
件

数
３
３
５
０
件
以
下
が
掲
げ

ら
れ
る
︒

　

次
期
計
画
は
︑
３
月
19
日

開
催
予
定
の
第
３
回
﹁
事
業

用
自
動
車
に
係
る
総
合
的
安

全
対
策
検
討
委
員
会
﹂
に
報

告
さ
れ
た
上
で
決
定
︒
４
月

以
降
︑
次
期
プ
ラ
ン
の
運
用

が
開
始
と
な
る
予
定
︒

�

新
東
名
新
御
殿
場
Ｉ
Ｃ
~

御
殿
場
Ｊ
Ｃ
Ｔ
が
開
通

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は
︑
２

月
19
日
︑
新
東
名
高
速
道
路

新
御
殿
場
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
~
御
殿
場
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
が
４

月
10
日
㈯
に
開
通
す
る
と
発

表
し
た
︒

　

新
東
名
は
︑
伊
勢
原
大
山

Ｉ
Ｃ
~
秦
野
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）

間
が
令
和
３
年
度
に
︑
秦
野

Ｉ
Ｃ
（
同
）
~
新
御
殿
場
Ｉ

Ｃ
間
が
５
年
度
に
開
通
予
定

と
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
区

間
が
開
通
し
︑
新
東
名
が
全

線
開
通
す
る
こ
と
で
︑
国
土

強
靭
化
へ
の
さ
ら
な
る
寄
与

が
期
待
さ
れ
る
︒

　

な
お
︑
新
御
殿
場
Ｉ
Ｃ
か

ら
御
殿
場
Ｊ
Ｃ
Ｔ
を
経
由
し

て
東
名
高
速
（
上
り
）
東
京

方
面
へ
の
利
用
は
不
可
能
と

な
っ
て
い
る
た
め
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
中
日
本
で
は
他
の
Ｉ
Ｃ

の
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

�

「
定
期
点
検
整
備
促
進
運

動
」
を
実
施

取
り
組
み
へ
の
協
力
呼
び
か
け

　
（
一
社
）
日
本
自
動
車
整

備
振
興
会
連
合
会（
日
整
連
）

で
は
︑
令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
４
年
３
月
31
日
ま
で
の

１
年
間
︑﹁
定
期
点
検
整
備

促
進
運
動
﹂
を
実
施
す
る
︒

　

同
運
動
は
︑
自
動
車
の
適

正
な
点
検
・
整
備
を
通
じ

て
︑
自
動
車
の
安
全
を
確
保

ッ
ク
代
表
４
人
と
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
青
年
組

織
代
表
者
は
︑
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
参
加
と
な
っ
た
︒

　

岩
田
部
会
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
︑協
議
事
項
と
し
て
︑

①
令
和
２
年
度
青
年
部
会
活

動
報
告
︑
②
令
和
３
年
度
青

年
部
会
事
業
計
画
（
案
）︑

③
社
会
貢
献
活
動
︑
④
全
国

大
会
の
運
営
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
で
の
ラ
イ
ブ
配
信
）
︱

︱
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
︒

　

②
に
関
し
て
は
︑
青
年
部

会
の
活
動
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
︑
新
た
に
青
年
部
会

の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
︑
全
国
の
青
年

組
織
が
行
う
社
会
貢
献
活
動

を
発
信
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
次
代
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
を
担
う
青
年
部
会

員
と
し
て
︑
業
界
が
抱
え
る

４
つ
の
課
題
（
①
標
準
的
な

運
賃
の
届
出
︑
②
﹁
ホ
ワ
イ

ト
物
流
﹂
推
進
運
動
の
自
主

行
動
宣
言
︑
③
﹁
働
き
や
す

い
職
場
認
証
制
度
﹂
へ
の
認

証
取
得
︑
④
物
流
Ｄ
Ｘ
な
ど

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
勉
強

会
へ
の
参
加
）
に
対
し
て
︑

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
︒

　

そ
の
後
︑
国
土
交
通
省
自

動
車
局
の
伊
地
知
英
己
貨
物

課
長
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の

現
状
と
行
政
の
対
応
に
つ
い

て
﹂を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
︒

し
︑
公
害
の
防
止
お
よ
び
環

境
保
全
を
図
る
た
め
実
施
さ

れ
る
も
の
︒
①
自
動
車
使
用

者
に
対
す
る
保
守
管
理
意
識

高
揚
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
︑
②
自

動
車
使
用
者
に
対
す
る
自
動

車
の
構
造
お
よ
び
点
検
・
整

備
に
関
す
る
知
識
の
向
上
促

進
︑
③
自
動
車
整
備
事
業
者

等
に
お
け
る
点
検
・
整
備
に

か
か
わ
る
受
入
体
制
の
充
実

促
進
︑
④
点
検
整
備
済
ス
テ

ッ
カ
ー
の
貼
付
︱
︱
の
４
つ
の

項
目
に
取
り
組
む
︒

　

ま
た
︑
同
運
動
に
使
用
す

る
︑
自
動
車
の
前
面
ガ
ラ
ス

へ
貼
付
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
に
つ

い
て
は
︑車
室
内
か
ら
見
て
︑

前
面
ガ
ラ
ス
左
側
上
部
（
左

ハ
ン
ド
ル
車
は
右
側
上
部
）

で
︑
運
転
者
の
視
野
と
検
査

標
章
の
貼
付
を
妨
げ
な
い
位

置
に
︑
次
回
点
検
月
を
残
し

て
１
枚
貼
付
す
る
こ
と
な
ど
︑

国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
指
定

が
行
わ
れ
て
い
る
︒

　

同
運
動
の
実
施
通
知
を
受

け
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
２
月
24
日
︑
各
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ
文
書
を
発

出
︒
同
運
動
の
実
施
に
取
り

組
む
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

�

３
月
９
日
（
火
）
に
第
５
回

「
交
通
運
輸
技
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
開
催

〜
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

交
通
運
輸
技
術
〜

　

国
土
交
通
省
は
３
月
９
日

㈫
︑
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
交

通
運
輸
技
術
を
テ
ー
マ
に
︑

交
通
運
輸
分
野
の
課
題
解
決

や
コ
ロ
ナ
対
策
に
資
す
る
新

技
術
に
つ
い
て
幅
広
く
共
有

し
︑
同
技
術
の
普
及
・
推
進

を
図
る
た
め
︑
第
５
回
﹁
交

通
運
輸
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂

を
開
催
す
る
︒
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
形
式
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と

な
る
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ 

ウ
ェ
ビ
ナ

ー
）︒

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
２
部
構
成

で
開
催
さ
れ
︑第
１
部
は
﹁
基

調
講
演
﹂
で
︑
講
演
者
と
し

て
は
坪
倉
誠
氏
（
神
戸
大
学

大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学

研
究
科
教
授
︑
理
化
学
研
究

所
計
算
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）︑
小
野

塚
征
志
氏
（
株
式
会
社
ロ
ー

ラ
ン
ド
・
ベ
ル
ガ
ー
パ
ー
ト

ナ
ー
）︑
神
成
淳
司
氏
（
内

閣
官
房
副
政
府
Ｃ
Ｉ
Ｏ
︑
慶

應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部

教
授
）が
予
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
第
２
部
で
は
﹁
車

載
用
空
気
清
浄
機
と
空
気
清

浄
度
モ
ニ
タ
ー
﹂（
デ
ン
ソ
ー
）︑

﹁
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
意
識

し
た
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅

に
お
け
る
実
証
実
験
﹂（
Ｊ

Ｒ
東
日
本
）︑﹁
無
人
航
空
機

の
有
人
地
帯
に
お
け
る
目
視

外
飛
行
（
レ
ベ
ル
４
）
に
よ

る
配
送
サ
ー
ビ
ス
﹂（
Ａ
Ｎ

Ａ
︑
Ｊ
Ａ
Ｌ
）︑﹁
自
動
搬
送

装
置
（
Ａ
Ｇ
Ｖ
）
に
よ
る
物

流
革
新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
﹂
と

﹁
空
気
浄
化
技
術
と
そ
の
電

車
・
バ
ス
へ
の
応
用
﹂（
シ
ャ

ー
プ
）
を
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
︑

﹁
交
通
運
輸
分
野
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
対
応
新
技
術
﹂
の
紹

介
が
行
わ
れ
る
︒

　

参
加
方
法
:
３
月
５
日

㈮
12
時
ま
で
にE-m

ail

:

koutsu-forum
@
eforest.

jp

宛
て
に
申
込
者
の
名
前
︑

所
属
（
会
社
名
）︑
緊
急
連

絡
先
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）︑
参
加
者

の
名
前
を
送
付
（
定
員
３
０

０
人
）︒
た
だ
し
１
回
の
申
し

込
み
で
複
数
名
の
参
加
申
し

込
み
は
で
き
な
い
︒
な
お
︑

最
新
の
情
報
は
国
土
交
通
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
の
こ

と
︒

https://w
w
w
.m
lit.

go.jp/report/press/
sogo 17_hh_000105.htm

l

第3回「全国代表者協議会」（２月18日、全ト協）

表　次期プラン重点施策

①「新たな日常」における安全・安心な輸送サービスの実現
　・�新型コロナウイルス感染症拡大に伴う運送労働環境の変化と付

帯作業の増加への対応
　・激甚化・頻発化する災害への対応　等
②抜本的対策による飲酒運転、迷惑運転等悪質な法令違反の根絶
　・飲酒運転事故件数の近年の下げ止まりへの対応
　・社会的関心の高まる「あおり運転」への対応　等
③ ICT（情報通信技術）、自動運転等新技術の開発・普及促進
　・ICT を活用した高度な運行管理の実現
　・無人自動運転サービスに向けた安全確保　等
④超高齢社会におけるユニバーサルサービス提供強化を踏まえた事
故の防止対策
　・依然として多発する乗合バスの車内事故への対応
　・高齢運転者事故への対応　等
⑤原因分析に基づく事故防止対策の立案と関係者の連携による安全
体質の強化
　・各業態の特徴的な事故への対応
　・健康に起因する事故の増加への対応　等
⑥道路交通環境の改善
　・�高速道路から生活道路に至る道路ネットワークを体系的に整備

し、道路の適切な機能分化を推進する　等

次
期「
総
合
安
全
プ
ラ
ン
」　
　

　
最
終
と
り
ま
と
め
案
を
検
討

業
態
ご
と
の
事
故
削
減
目
標
を
新
た
に
策
定

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
　事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より
目立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、よ
り迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法
規を守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本
となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化してい
ます。道路交通法が改正され、令和２年６月末からあおり運
転が厳罰化されるなど、マナーからルールへと状況は変わっ
てきましたが、他車から迷惑行為を受けても冷静に対応する
とともに、自身もより一層の安全運転に努めましょう。

令和３年度令和３年度
「ドライバー等安全教育訓練促進助成制度」「ドライバー等安全教育訓練促進助成制度」

３月５日（金）から受付を開始３月５日（金）から受付を開始

　全日本トラック協会および各都道府県トラック協会では、「ド
ライバー等安全教育訓練促進助成制度」を実施しており、
会員事業者が、全ト協が指定する研修施設に自社のトラック
ドライバー等を派遣し、所定の研修を受講させた場合に、そ
の費用の全部または一部につき助成を行っています。
　令和3年度の本助成制度について、研修日程等を３月１日
（月）に全ト協ホームページ（ＨＰ）に掲載し、また３月５日（金）
に都道府県ト協において助成金交付申し込みの受付を開始
しますので、お知らせいたします。
　詳しくは全ト協ＨＰをご参照ください（次号３月１５日号に詳
細を掲載します）。

『 』に関する主な意見
◯貴重な情報源として毎回愛読している。
◯社内で活用し、役立っている。
　・他社の取り組み事例・対策が参考になる。
　・�「KYTシート」「法令◯×クイズ」「安全運転教室」等のコラムをドライバーミ

ーティングで使用している。
　・�安全意識・法令再確認に活用できるツールが掲載されているので、大変助かっ

ている。
　・「働き方改革」が進む中、わかりやすい解説記事を参考にしている。
◯ページ数もちょうどよく、内容も分かりやすく、読みやすい。

　このほど実施した機関紙『広報とらっく』
読者アンケートについては、FAX・Webを通
じて2,053人の方から回答をいただきまし
た。
　アンケートの結果、「よく読む」と回答され
た方は約7割に達し、「時々読む」と答えた方
と合わせて、閲読率は97％を超えました。
　また、多くの方からいただいた貴重なご意
見を基に、一層の紙面充実に努めてまいりま
す。

閲読率97％超

『広報とらっく』読者アンケート結果
『広報とらっく』閲読状況

時々読む
28.1％
（577） よく読む

69.2％
（1,420）

時々読む
28.1％
（577）

あまり読まない
2.1％（44）

まったく読まない
0.1％（2）

※グラフ中の（　）内は人数

（有効回答数2,043）

よく読む
69.2％
（1,420）

第15回運輸事業振興助成交付金出捐金事業評価機関会議（2月
12日、全ト協）

令
和
元
年
度
出
捐
金
事
業
実
績

の
評
価
を
決
定

運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金

出
捐
金
事
業
評
価
機
関
会
議



第2172号（第3種郵便物認可）（3） 令和3年（2021年）3月1日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　
　
　
　

︻
解
説
︼
ご
指
摘
の
通
り
︑
労
災
保

険
に
よ
る
通
勤
災
害
の
保
護
制
度
は
︑

通
勤
途
上
の
事
故
に
対
す
る
保
険
給

付
が
目
的
で
す
か
ら
︑
労
働
者
が
通

勤
の
途
中
で
往
復
の
経
路
か
ら
逸
脱

　

先
日
、
弊
社
の
労
働
者
Ａ
が
出

勤
途
中
に
タ
バ
コ
を
買
う
た
め
コ
ン

ビ
ニ
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
誤
っ
て
転

倒
し
負
傷
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

通
勤
途
上
で
も
経
路
か
ら
「
逸
脱

・
中
断
」
中
は
通
勤
災
害
に
な
ら

な
い
と
は
聞
い
て
い
ま
す
が
、
自
動

販
売
機
が
見
当
た
ら
な
け
れ
ば
、

コ
ン
ビ
ニ
で
買
わ
ざ
る
を
得
な
い
わ

け
で
、
こ
の
よ
う
な
さ
さ
い
な
行
為

で
も
「
逸
脱
・
中
断
」
と
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

 第221回 

コンビニでタバコを
買うのは「逸脱・中

断」か
し
た
り
︑
往
復
を
中
断
し
た
際
の
事

故
に
つ
い
て
は
保
険
給
付
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
︒
労
働
者
災
害
補
償
保

険
法
第
７
条
第
３
項
で
は
︑﹁
経
路

を
逸
脱
し
﹂
ま
た
は
﹁
中
断
し
た
﹂

場
合
は
︑
そ
の
逸
脱
・
中
断
の
間
及

び
そ
の
後
の
移
動
は
︑
原
則
と
し
て

﹁
通
勤
﹂
に
は
当
た
ら
な
い
と
定
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

厚
生
労
働
省
の
行
政
解
釈
に
よ
れ

ば
︑
こ
こ
で
い
う
﹁
逸
脱
﹂
と
は
︑

通
勤
の
途
中
に
お
い
て
︑
就
業
ま
た

は
通
勤
と
は
関
係
の
な
い
目
的
で
合

理
的
な
経
路
を
そ
れ
る
こ
と
で
あ
り
︑

﹁
中
断
﹂
と
は
︑
通
勤
の
経
路
上
に

お
い
て
通
勤
と
は
関
係
の
な
い
行
為

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
昭

和
48
年
11
月
基
発
第
６
４
４
号
︑
平

成
20
年
４
月
基
発
第
０
４
０
１
０
４

２
号
等
）︒
具
体
的
な
ケ
ー
ス
と
し

て
は
︑
会
社
の
帰
り
に
麻
雀
を
行
う

場
合
や
︑映
画
館
に
入
る
場
合
︑バ
ー
︑

キ
ャ
バ
レ
ー
で
飲
酒
す
る
場
合
︑
デ

ー
ト
の
た
め
長
時
間
に
わ
た
っ
て
ベ

ン
チ
で
話
し
込
ん
だ
り
︑
経
路
か
ら

は
ず
れ
た
り
す
る
場
合
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
︒

　

た
だ
し
︑
い
っ
た
ん
通
勤
か
ら
逸

脱
・
中
断
し
た
場
合
で
も
︑
そ
れ
が

日
用
品
の
購
入
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
行
為
等
︑
日
常
生
活
上
必
要
な
行

為
を
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
最

小
限
度
の
範
囲
で
行
う
場
合
に
は
︑

合
理
的
な
経
路
に
復
し
た
後
は
例
外

的
に
﹁
通
勤
﹂
と
認
め
ら
れ
る
と
し

て
い
ま
す
（
労
災
保
険
法
第
７
条
第

３
項
た
だ
し
書
き
及
び
労
災
保
険
法

施
行
規
則
第
８
条
）︒

　

以
上
が
︑
逸
脱
・
中
断
の
基
本
的

な
考
え
方
に
な
り
ま
す
が
︑
そ
れ
で

は
︑
ご
質
問
の
よ
う
な
コ
ン
ビ
ニ
で

タ
バ
コ
を
買
う
と
い
う
︑
さ
ら
に
日

常
的
か
つ
さ
さ
い
な
行
為
は
ど
の
よ

う
に
扱
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
︒
こ

の
点
に
つ
い
て
前
記
行
政
解
釈
は
︑

労
働
者
が
通
勤
途
中
で
通
常
行
う
よ

う
な
さ
さ
い
な
行
為
は
逸
脱
・
中
断

に
は
当
た
ら
な
い
と
し
た
上
で
︑
具

体
的
な
例
と
し
て
︑
経
路
の
近
く
に

あ
る
公
衆
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
場
合

や
帰
途
に
経
路
の
近
く
に
あ
る
公
園

で
短
時
間
休
息
す
る
場
合
な
ど
の
ほ

か
︑﹁
経
路
上
の
店
で
タ
バ
コ
︑
雑

誌
等
を
購
入
す
る
場
合
﹂
を
挙
げ
て

い
ま
す
︒
そ
う
し
ま
す
と
︑
コ
ン
ビ

ニ
で
タ
バ
コ
を
買
う
行
為
も
逸
脱
・

中
断
で
は
な
く
︑﹁
通
勤
﹂
に
当
た

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
︑
そ
こ
で

発
生
し
た
事
故
は
通
勤
災
害
と
認
定

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
︒

　

こ
の
よ
う
に
ご
質
問
の
ケ
ー
ス
は
︑

逸
脱
・
中
断
の
有
無
と
い
う
点
で
は

と
り
あ
え
ず
問
題
は
な
さ
そ
う
で
す

が
︑
実
際
に
本
件
が
通
勤
災
害
に
認

め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
︑
当
然
労
働

基
準
監
督
署
が
相
当
因
果
関
係
等

各
要
件
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
判
断
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
︑
念
の
た
め

申
し
添
え
て
お
き
ま
す
︒

Ａ�

通
常
行
わ
れ
る
さ
さ
い
な

行
為
と
し
て
通
勤
災
害
に
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標
準
的
運
賃
の
届
出
が
ま
だ
少

な
い
と
い
う
話
を
聞
く
︒
標
準
的

運
賃
は
令
和
６
年
３
月
末
ま
で
の

時
限
措
置
な
の
で
︑
残
り
の
期
間

は
約
３
年
し
か
な
い
︒

　

未
届
け
の
理
由
は
い
く
つ
か
考

え
ら
れ
る
︒
一
番
の
理
由
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
経
済

が
停
滞
な
い
し
は
後
退
し
︑
運
賃

交
渉
を
行
う
環
境
や
条
件
が
厳
し

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
︒
ス
ポ

ッ
ト
市
場
に
お
け
る
最
近
の
運
賃

推
移
は
︑
需
給
関
係
の
変
化
を
ス

ト
レ
ー
ト
に
反
映
し
て
い
る
︒
な

か
に
は
︑﹁
ど
う
せ
実
現
で
き
な
い
﹂

と
い
う
諦
め
の
心
境
を
率
直
に
語

る
事
業
者
も
い
る
︒
だ
が
︑
標
準

的
運
賃
の
原
点
は
従
業
員
の
待
遇

改
善
の
た
め
の
原
資
の
確
保
だ
っ

た
は
ず
だ
︒
そ
れ
を
考
え
る
と
︑

標
準
的
運
賃
実
現
の
第
１
歩
で
あ

る
届
出
を
躊た

め

ら躇
っ
て
い
て
は
い
け

な
い
︒

　

と
は
い
え
︑
届
出
促

進
へ
の
取
り
組
み
も
必

要
だ
︒
そ
の
点
︑
札
幌

地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

事
例
は
参
考
に
な
る
︒

札
幌
ト
協
で
は
昨
年
秋

か
ら
︑
標
準
的
運
賃
の

届
出
を
促
進
す
る
取
り

組
み
を
独
自
に
進
め
て

き
た
︒
昨
年
９
月
に
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
と
北
海
道
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
説
明
会
を
開
い
た
が

﹁
札
幌
ト
協
に
は
１
０
０
０
事

業
者
以
上
の
会
員
が
い
る
の
に
︑

１
０
０
人
強
し
か
参
加
し
な
か

っ
た
﹂︒
そ
こ
で
﹁
10
月
15
日
に

支
部
長
会
議
を

開
い
て
届
出
の

必
要
性
を
確
認

し
︑
17
支
部
ご

と
に
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ

と
を
決
め
た
﹂

の
だ
︒

　

北
海
道
ト
協

の
説
明
会
に
参

加
し
な
か
っ
た

会
員
を
中
心
に

支
部
独
自
の
説

明
会
を
開
い
た

（
会
員
数
の
少

な
い
支
部
は
複

数
支
部
で
共

催
）︒
説
明
会
で

は
︑
分
か
り
や
す
く
ポ
イ
ン
ト

を
要
約
し
た
独
自
作
成
の
資
料

を
配
布
︒
札
幌
ト
協
事
務
局
か

ら
職
員
を
派
遣
し
て
説
明
し

た
︒
ま
た
︑
白
石
支
部
の
よ
う

に
会
員
数
の
多
い
支
部
で
は
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
な
ど
か
ら
説
明

会
は
開
か
ず
︑
分
か
り
や
す
い
資

料
や
簡
素
化
さ
れ
た
届
出
用
紙
な

ど
を
支
部
事
務
局
か
ら
郵
送
︒
そ

の
後
も
︑﹁
未
届
出
の
会
員
に
は
︑

文
章
の
表
現
な
ど
に
細
心
の
注
意

を
払
い
な
が
ら
自
主
的
に
届
出
す

る
よ
う
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
促
し
た
﹂︒

こ
れ
を
札
幌
ト
協
で
は
﹁
白
石
方

式
﹂
と
呼
ん
で
い
る
︒
Ｆ
Ａ
Ｘ
し

た
後
も
︑
さ
ら
に
事
務
局
か
ら
電

話
を
か
け
た
支
部
も
あ
る
︒
ま
た
︑

２
月
に
も
支
部
長
会
議
を
開
き
︑

意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
︑

２
月
12
日
現
在
の
札
幌
ト
協
の
届

出
率
は
45
％
に
な
っ
て
い
る
︒
会

員
数
の
少
な
い
支
部
で
は
届
出
率

が
１
０
０
％
も
あ
り
︑
会
員
数
が

約
１
０
０
社
と
多
く
て
も
92
％
と

い
う
支
部
も
あ
る
︒

　

な
か
に
は
﹁
あ
れ
ほ
ど
自
分
た

ち
が
国
土
交
通
省
な
ど
に
標
準
運

賃
な
ど
を
要
請
し
て
お
き
な
が

ら
︑
実
際
に
標
準
的
運
賃
が
示
さ

れ
た
ら
届
出
も
し
な
い
と
い
う
の

で
は
申
し
訳
な
い
﹂
と
い
う
事
業

者
も
い
る
︒
そ
れ
と
同
時
に
︑﹁
自

社
の
従
業
員
に
対
す
る
経
営
責

任
﹂と
い
う
認
識
も
重
要
だ
ろ
う
︒

残
り
は
わ
ず
か
３
年
し
か
な
い
︒

標
準
的
運
賃
の
届
出
は
︑
労
働
条

件
改
善
へ
の
第
１
歩
で
あ
る
︒

第
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標準的運賃届出を促す取り組み

　

冬
場
の
高
速

道
路
を
利
用
す

る
者
に
と
っ
て
︑

最
も
重
要
な
こ

と
は
安
全
性
の

確
保
で
す
︒
タ
イ
ヤ
作
業
従
事
者
の
立
場
か

ら
み
る
と
︑
降
雪
が
始
ま
る
12
月
か
ら
翌
年

２
月
ま
で
の
間
︑
高
速
道
路
の
利
用
者
に
対

し
︑
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
（
も
し
く
は
ス
リ

ー
ピ
ー
ク
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ス
ノ
ー
フ
レ
ー
ク
マ

ー
ク
︹
３
Ｐ
Ｍ
Ｓ
Ｆ
︺
付
き
タ
イ
ヤ
）
の
装

着
を
義
務
化
す
れ
ば
︑
雪
道
の
立
ち
往
生
が

起
こ
る
確
率
は
大
幅
に
低
減
で
き
る
と
考
え

ま
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
も
し
そ
の
法
制
化

が
実
現
し
た
場
合
︑
恩
恵
を
得
る
者
と
︑
負

担
を
強
い
ら
れ
る
者
の
両
方
が
生
ま
れ
て
し

ま
い
ま
す
︒

る
の
で
す
︒
一
度

新
品
の
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
を
購
入
す
れ
ば
︑
最
低
で
も
３
シ

ー
ズ
ン
は
使
え
ま
す
か
ら
︑
割
引
区
間
を
走
行

す
る
た
び
に
恩
恵
が
受
け
ら
れ
ま
す
︒
そ
の
区

間
で
は
︑
夏
用
タ
イ
ヤ
の
装
着
車
が
原
因
で
起

こ
る
雪
道
の
立
ち
往
生
が
発
生
し
な
い
た
め
︑

安
心
し
て
出
か
け
ら
れ
ま
す
︒
ま
た
︑
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
装
着
す
れ
ば
︑
早
朝
や
深
夜

に
起
き
や
す
い
︑
凍
結
路
面
で
の
多
重
ス
リ
ッ
プ

事
故
も
減
り
ま
す
︒

　

高
速
道
路
上
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
減
れ
ば
︑
利

用
者
の
増
加
に
繋
が
り
︑
さ
ら
に
道
路
の
修
繕

費
用
も
抑
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
︒
通
行
料
金
に

変
化
を
つ
け
る
こ
と
で
︑
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

の
装
着
車
が
増
え
︑全
国
規
模
に
拡
大
す
れ
ば
︑

費
用
対
効
果
は
高
い
は
ず
で
す
︒

　

こ
の
考
え
方
は
︑﹁
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
パ

ク
ト
﹂
と
い
う
手
法
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
︒

　

恩
恵
を
受
け
る
の
は
︑
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
と

タ
イ
ヤ
販
売
者
で
す
︒
一
方
︑
負
担
が
か
か
る
の

は
︑
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
購
入
し
な
く
て
は

な
ら
な
く
な
る
ク
ル
マ
の
所
有
者
や
︑
山
間
部

の
観
光
地
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
︒
さ
ら
に
︑

高
速
道
路
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
︑
道
路
会
社

な
ど
も
影
響
を
受
け
る
で
し
ょ
う
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
安
全
性
を
最
優
先
に
考
え
る

と
︑利
害
の
差
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
︑

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
装
着
義
務
化
は
な
か
な

か
実
現
し
ま
せ
ん
︒

　

そ
こ
で
︑
私
の
考
え
る
︑﹁
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
装
着
義
務
化
に
よ
っ
て
︑
最
も
恩
恵
を
受

け
る
業
界
を
道
路
会
社
に
す
る
方
法
﹂
を
提
案

し
ま
す
︒

　

冬
場
の
一
定
時
期
だ
け
︑
山
間
部
の
高
速
道

路
通
行
料
金
を
50
％
（
も
し
く
は
無
料
）
に
す

社
会
的
課
題
に
対
し
︑立
場
の
異
な
る
団
体
が
︑

組
織
の
壁
を
越
え
て
お
互
い
の
強
み
を
出
し
あ
い
︑
課
題
の
解
決
と
恩
恵
の
享
受
を
目
指
す
試

み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
︒

　

さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
考
え

れ
ば
︑
交
通
事
故
の
減
少

に
よ
っ
て
恩
恵
を
受
け
る
自

動
車
損
害
保
険
業
界
も
︑

例
え
ば
﹁
保
険
加
入
期
間

中
に
︑
新
品
の
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
を
購
入
し
た
場

合
︑
一
定
額
の
補
助
を
出
す

（
無
事
故
で
あ
れ
ば
︑
翌

年
以
降
も
継
続
補
助
）﹂
と

い
っ
た
制
度
を
設
け
る
こ
と

も
可
能
で
し
ょ
う
︒

　

雪
道
の
立
ち
往
生
を
防

ぐ
た
め
に
は
︑
社
会
規
模

で
協
力
し
あ
い
︑
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
す
︒
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「
雪
道
の
立
ち
往
生
を
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
」

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①先行車に続いて右折する時は「先行車について行け
ば大丈夫だろう」と考え、漫然と運転しがちです。安易
に追従していると、横断してきた子供に気づいた先
行車が急ブレーキを踏んだ時に、対応できず追突す
る危険があります。先行車に続いて右折する時は、前
車の動静をしっかり確認しながら、急ブレーキにも
対応できるよう、十分な車間距離をとっておきましょ
う。
②この場面では、対向車線のトラックも右折しようとし
ています。対向車線にトラックがいる時は、そのトラ
ックが死角を作り、対向車線の状況を確認しにくくな
ります。安易に右折しようとすると、二輪車が直進し
てきた場合、衝突する危険があります。右折を開始す
る前には、必ず対向車線から二輪車等の直進車が接
近してきていないか確認した後に右折を開始しまし
ょう。また、対向右折車が「どうぞ」と譲ってくれた時
も、あわてて右折せず、周囲の安全をしっかり確認し
たうえで慎重に右折しましょう。

③この場面では、横断歩道の近くに高齢歩行者が見え
ます。安易に右折先の交差点に進入すると、横断途
中の高齢歩行者と衝突する危険があります。右折先
の横断歩道を通過する時は、横断歩道の手前で徐行
もしくは一時停止して、しっかり安全を確認してから

①横断歩行者（子供）を発見して、急停止した乗用車
に追突する危険があります（図１）。

②前方のトラックの横を直進してきた自動二輪車と
衝突する危険があります（図2）。

③横断歩道を横断してきた高齢歩行者と衝突する危
険があります（図3）。

　あなたは、先行する乗用車に続いて片側２
車線の交差点を右折しようとしています。対向
車線には右折しようとするトラックがいます。
この場面にはどのような危険がありますか。ま
た、危険を避けるためにはどのような運転を
すればよいでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

通過しましょう。トラックのピラーの死角は予
想以上に大きいので、顔を動かして、目視でピ
ラー周辺に歩行者や自転車の見落としがない
か、確認を徹底しましょう。

組
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
﹂（
図
）

の
取
り
組
み
状
況
の
確
認
を

事
業
主
に
働
き
か
け
る
こ

と
︑
テ
レ
ワ
ー
ク
の
積
極
的

な
活
用
︑新
た
に
設
置
し
た
︑

事
業
主
や
労
働
者
か
ら
の
相

談
に
対
応
す
る
﹁
職
場
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
対
策
相
談
コ

ー
ナ
ー
﹂
の
利
用
勧
奨
な
ど

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

同
相
談
コ
ー
ナ
ー
は
︑
都

道
府
県
労
働
局
（
全
国
47
か

所
）
に
設
置
︒
対
応
曜
日
・

時
間
は
︑平
日（
月
~
金
曜
）

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま

で
と
な
っ
て
い
る
︒

「
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
に

取
り
組
み
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
の
徹
底
を

対
策
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

新
た
に
設
置

　

厚
生
労
働
省
は
２
月
12

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

を
は
じ
め
と
し
た
事
業
主
団

体
な
ど
経
済
団
体
に
対
し
︑

職
場
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
感
染
予
防

と
︑
健
康
管
理
の
強
化
な
ど

を
周
知
す
る
よ
う
依
頼
し
た
︒

　

今
回
の
協
力
依
頼
で
は
︑

感
染
防
止
の
た
め
事
業
場
で

特
に
留
意
す
べ
き
事
項
﹁
取

　

国
土
交
通
省
は
２
月
17

日
︑
第
６
回
﹁
冬
期
道
路
交

通
確
保
対
策
検
討
委
員
会
﹂

（
委
員
長
・
石
田
東
生
筑
波

大
学
名
誉
教
授
・
特
命
教

授
）
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
開
催

し
た
︒
同
委
員
会
は
︑
今
冬

の
大
規
模
車
両
滞
留
も
踏
ま

え
た
︑
大
雪
に
よ
る
道
路
交

通
へ
の
障
害
を
減
ら
す
た
め

の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ

た
も
の
︒

　

今
般
審
議
さ
れ
た
﹁
大
雪

時
の
道
路
交
通
確
保
対
策
中

間
と
り
ま
と
め
﹂（
改
訂
案
）

で
は
︑﹁
人
命
を
最
優
先
に
︑

幹
線
道
路
上
で
大
規
模
な
車

両
滞
留
を
徹
底
的
に
回
避
す

る
こ
と
﹂
を
基
本
的
な
考
え

と
し
︑
都
道
府
県
単
位
や
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
に
こ
だ
わ
ら
ず

広
範
囲
に
躊
躇
な
く
通
行
止

め
を
行
う
と
と
も
に
︑
除
雪

能
力
を
超
え
る
降
雪
に
対
し

て
は
︑
高
速
道
路
と
並
行
す

る
国
道
等
を
同
時
に
通
行
止

め
に
す
べ
き
と
明
記
さ
れ
た

ほ
か
︑
物
流
事
業
者
の
み
な

ら
ず
荷
主
に
も
協
力
を
求
め

る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
︒

　

ま
た
︑
道
路
管
理
者
等
の

取
り
組
み
と
し
て
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
冬
用
タ
イ
ヤ

の
装
着
︑
チ
ェ
ー
ン
の
携
行

・
装
着
指
導
を
行
う
と
と
も

に
︑
チ
ェ
ー
ン
等
の
装
着
確

認
の
徹
底
や
︑
滞
留
発
生
時

に
は
︑
道
路
情
報
板
へ
の
表

示
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︑
ラ
ジ
オ
等
の

様
々
な
手
段
を
活
用
し
て
︑

滞
留
者
に
直
接
︑
除
雪
作
業

や
滞
留
排
出
の
進
捗
︑
通
行

止
め
解
除
の
見
通
し
等
の
情

報
を
定
期
的
に
提
供
す
べ
き

と
し
た
︒

�

「
雪
道
で
の
立
ち
往
生
に
注

意
！
」

大
型
車
の
冬
用
タ
イ
ヤ
お
よ
び

チ
ェ
ー
ン
の
注
意
事
項
に

関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

国
土
交
通
省
は
２
月
19

日
︑
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹁
雪
道

で
の
立
ち
往
生
に
注
意
！
﹂

（
写
真
）
を
公
表
し
︑
大
型

車
を
使
用
す
る
事
業
者
お
よ

び
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に
︑
冬

用
タ
イ
ヤ
お
よ
び
チ
ェ
ー
ン

の
注
意
事
項
を
広
く
周
知
し

て
い
る
︒

　

同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
︑
昨

年
末
以
降
の
大
雪
に
よ
り
︑

関
越
自
動
車
道
︑
北
陸
自
動

車
道
等
に
お
い
て
多
く
の
大

型
車
両
が
立
ち
往
生
し
た
こ

と
で
︑
深
刻
な
交
通
渋
滞
や

通
行
止
め
が
発
生
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
︑
国
交
省
が
今
年

１
月
に
自
動
車
関
係
団
体
︑

国
交
省
お
よ
び
警
察
庁
か
ら

構
成
さ
れ
る
勉
強
会
を
設
置

し
︑
立
ち
往
生
の
原
因
や
防

止
策
に
つ
い
て
技
術
的
に
分

析
・
検
討
を
進
め
て
き
た
結

果
を
反
映
し
た
も
の
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑今
号
の﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封

し
︑周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
︒

�

あ
な
た
の
デ
ザ
イ
ン
で
日
本

を
元
気
に
！

全
国
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
案
を
募
集

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
令
和

４
年
度
よ
り
交
付
を
予
定
し

て
い
る
︑
新
た
な
全
国
版
図

柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

�

適
正
化
事
業
の
信
頼
性
向

上
に
向
け
協
議

第
45
回
貨
物
自
動
車
運
送

適
正
化
事
業
対
策
協
議
会

　

２
月
22
日
︑
国
土
交
通
省

主
催
で
第
45
回
﹁
貨
物
自
動

車
運
送
適
正
化
事
業
対
策
協

議
会
﹂（
議
長
・
野
尻
俊
明

流
通
経
済
大
学
学
長
）
が
開

催
さ
れ
た
︒

　

同
協
議
会
は
︑
学
識
経
験

者
︑
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
︑
荷

主
関
係
団
体
︑一
般
消
費
者
︑

労
働
組
合
関
係
者
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
で
構
成
さ
れ

て
い
る
︒

　

秡
川
直
也
国
土
交
通
省
自

動
車
局
長
と
坂
本
克
己
全
国

貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事

業
実
施
機
関
本
部
長
（
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
の

あ
い
さ
つ
の
後
︑
議
題
と
し

て
︑
①
令
和
２
年
度
適
正
化

の
デ
ザ
イ
ン
案
を
募
集
し
て

い
る
︒

　

新
デ
ザ
イ
ン
案
は
︑
日
本

を
元
気
に
し
て
い
こ
う
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
︑﹁
日
本

を
元
気
に
！
﹂︑﹁
立
ち
上
が

れ
美
し
い
日
本
﹂
を
テ
ー
マ

に
募
集
を
行
う
︒

　

受
付
期
間
は
３
月
30
日
㈫

正
午
ま
で
︒
応
募
資
格
は
︑

日
本
在
住
の
個
人
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
で
︑
応
募
日
現
在
で

30
歳
未
満
の
人
（
グ
ル
ー
プ

の
場
合
は
全
員
が
該
当
す
る

こ
と
）︒

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
は
︑

国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

デ
ザ
イ
ン
案
応
募
専
用
サ
イ

ト
を
参
照
の
こ
と
︒

事
業
実
施
機
関
の
活
動
状

況
︑
②
２
年
度
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業

の
実
施
状
況
︑
③
３
年
度
適

正
化
事
業
活
動
指
針（
案
）︑

④
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の
見
直
し

︱
︱
に
つ
い
て
協
議
し
︑
原

い
﹂︑﹁
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業

所
の
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
煽
り

運
転
に
対
す
る
苦
情
は
︑
実

際
に
当
該
事
業
所
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
て
み
る
と
悪
気
が
な

い
場
合
が
多
い
︒
指
導
は
強

化
し
て
い
く
も
の
の
︑
発
生

時
の
状
況
を
詳
し
く
リ
サ
ー

チ
し
て
ほ
し
い
﹂
な
ど
と
い

っ
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
︒

大
規
模
車
両
滞
留
回
避
の
た
め
広
範

囲
な
躊
躇
な
い
通
行
止
め
を
明
記

第
６
回
冬
期
道
路
交
通
確
保
対
策
検
討
委
員
会

道路で大型車が立ち往生すると、深刻な交通渋滞や通行止め
を引き起こします。

積雪・凍結路では、必ず適切な冬用タイヤを装着するととも
に、チェーンの携行・早めの装着を心掛けてください。

交通渋滞等を引き起こした運送事業者等には監査を行い、
講じた措置が不十分と判断されれば処分の対象となります。

図　職場における新型コロナウイルス感染症対策
実施のための「取組の 5 つのポイント」

①テレワーク・時差出勤等を推進しています。
②体調がすぐれない人が気兼ねなく休めるルールを定め、実行できる雰囲
気を作っています。

③職員間の距離確保、定期的な換気、仕切り、マスク徹底など、密になら
ない工夫を行っています。

④休憩所、更衣室などの“場の切り替わり”や、飲食の場など「感染リス
クが高まる『5つの場面』」での対策・呼びかけを行っています。

⑤手洗いや手指消毒、咳エチケット、複数人が触る箇所の消毒など、感染
防止のための基本的な対策を行っています。

■厚生労働省では、職場の実態に即した、実行可
能な感染症拡大防止対策を検討していただくた
め「職場における新型コロナウイルス感染症の
拡大を防止するためのチェックリスト（二次元
コード）」を厚労省ホームページに掲載してい
ますので、具体的な対策を検討する際にご活用
ください。

案
通
り
承
認
さ
れ
た
︒

　

国
交
省
か
ら
は
︑
伊
地
知

英
己
自
動
車
局
貨
物
課
長
と

同
局
石
田
勝
利
安
全
政
策
課

長
か
ら
最
近
の
ト
ラ
ッ
ク
行

政
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が

行
わ
れ
た
︒

　

な
お
︑
出
席
し
た
委
員
か

ら
は
﹁
コ
ロ
ナ
禍
で
の
巡
回

指
導
方
法
を
検
討
し
て
ほ
し

第45回「貨物自動車運送適正化事業対策協議会」（２月22日、全ト協ホール）
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未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
の
発
生
か
ら
︑
ま
も
な
く
10
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
︒
被
災
地
で
は
復

興
に
向
け
た
取
り
組
み
が
本
格
化
し
︑
か

つ
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
地
域
も
あ

る
一
方
で
︑
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
の
影
響
に
伴
っ
て
復
興
へ
の
取
り
組
み

が
な
か
な
か
進
ま
ず
︑
厳
し
い
現
状
を
突

き
つ
け
ら
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
︒

　

本
企
画
で
は
︑
東
日
本
大
震
災
か
ら
10

年
を
迎
え
る
各
被
災
地
の
運
送
事
業
者
を

取
材
し
︑
発
災
か
ら
現
在
に
お
け
る
足
取

り
を
踏
ま
え
つ
つ
︑
今
後
を
見
据
え
た
事

業
継
続
や
復
旧
・
復
興
を
目
指
し
て
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
て
い
く
︒

　

今
回
は
︑
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
に

お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
緊
急
物
資

輸
送
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
発
行
﹁
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
緊
急
支
援
物
資
輸
送
活
動
の
記
録

（
平
成
25
年
9
月
）﹂
か
ら
振
り
返
っ
て

い
く
︒

　

平
成
23
年
３
月
11
日
14
時

46
分
︑
三
陸
沖
の
深
さ
24
㌔

㍍
を
震
源
と
し
て
︑
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
い
う
︑

我
が
国
の
観
測
史
上
最
大
規

模
と
な
る
巨
大
地
震
が
発
生

し
た
（
図
１
）︒

　

地
震
直
後
に
は
三
陸
沿
岸

部
を
中
心
と
し
た
太
平
洋
側

の
各
地
に
巨
大
津
波
が
押
し

寄
せ
︑
広
い
範
囲
に
わ
た
っ

て
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
︒
さ
ら
に
︑
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
︑

各
地
で
放
射
能
汚
染
な
ど
の

深
刻
な
影
響
が
広
が
り
︑
東

日
本
大
震
災
は
戦
後
最
大
の

複
合
災
害
と
な
っ
た
︒

　

巨
大
地
震
は
︑
道
路
や
鉄

道
︑
港
湾
な
ど
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
に
も
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
た
︒
と
り
わ
け
︑

岩
手
︑
宮
城
︑
福
島
の
被
災

３
県
で
は
︑
道
路
や
鉄
道
︑

港
湾
施
設
が
各
所
で
大
き
く

損
傷
し
︑
三
陸
沿
岸
部
で
は

多
く
が
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
︒
道
路
に
つ
い
て

は
︑
一
般
道
︑
高
速
道
路
と

も
に
︑
被
災
地
を
中
心
に
路

面
亀
裂
︑
陥
没
︑
ク
ラ
ッ
ク
︑

段
差
発
生
な
ど
の
損
傷
が
広

範
囲
で
発
生
し
た
（
図
２
）︒

　

東
日
本
大
震
災
は
被
災
範

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
発
災
直
後
に
﹁
緊
急
災

害
対
策
中
央
本
部
﹂を
設
置
︒

関
係
役
職
員
を
配
置
し
︑
24

時
間
体
制
に
よ
る
緊
急
輸
送

の
要
請
に
備
え
た
︒
同
様
に
︑

全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お

い
て
も
緊
急
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
︑
地
元
の
自
治
体
お

よ
び
会
員
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
等
と
の
連
携
を
図
り
︑

緊
急
輸
送
体
制
が
ス
タ
ー
ト

し
た
︒
全
ト
協
手
配
に
よ
る

緊
急
車
両
の
第
１
陣
は
︑
３

月
12
日
未
明
に
出
動
し
て
い

る
︒
な
お
︑
東
日
本
大
震
災

を
め
ぐ
る
全
ト
協
の
主
な
動

き
を
︑
図
３
に
ま
と
め
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
は
初
動
期
か
ら

機
動
力
を
発
揮
し
︑
水
や
食

料
な
ど
の
緊
急
支
援
物
資
を

囲
が
広
く
︑
避
難
者
数
も
最

大
で
約
47
万
人
︑
避
難
所
数

も
２
４
０
０
か
所
を
超
え
る

な
ど
︑
被
害
が
広
域
か
つ
大

規
模
に
及
ん
だ
︒
避
難
者
の

食
事
は
︑
ピ
ー
ク
時
で
１
日

当
た
り
１
１
３
万
食
に
達
し
︑

被
災
者
向
け
の
緊
急
支
援
物

資
の
量
も
過
去
に
例
を
み
な

輸
送
し
た
︒
ま
た
︑
自
衛
隊

の
輸
送
機
︑
鉄
道
︑
船
舶
︑

航
空
機
な
ど
も
活
用
さ
れ
た

が
︑
積
み
替
え
不
要
で
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
な
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

の
割
合
が
︑食
料
の
約
７
割
︑

飲
料
の
約
６
割
を
占
め
た

（
図
４
）︒

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
緊
急

支
援
物
資
輸
送
の
フ
ロ
ー
は

図
５
の
通
り
で
あ
る
︒

　

国
の
緊
急
災
害
対
策
本
部

が
調
達
し
た
緊
急
支
援
物
資

は
︑
仮
設
ト
イ
レ
の
よ
う
な

大
型
物
資
お
よ
び
石
油
製
品

な
ど
を
除
き
︑
各
県
の
一
次

集
積
所
に
輸
送
さ
れ
た
︒

　

被
災
各
県
に
お
い
て
は
︑

地
元
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
中
心

と
な
っ
て
︑
物
資
の
拠
点
管

理
と
避
難
所
へ
の
二
次
配
送

（
枝
輸
送
）
を
担
っ
た
︒

　

岩
手
県
に
お
い
て
は
︑
岩

い
膨
大
な
も
の
と
な
っ
た
︒

ま
た
︑
発
災
直
後
は
様
々
な

混
乱
に
よ
り
︑
末
端
の
避
難

者
に
水
や
食
料
が
な
か
な
か

行
き
渡
ら
ず
︑
被
災
者
の
救

援
・
救
護
活
動
と
と
も
に
避

難
所
へ
の
緊
急
物
資
輸
送
が

緊
急
課
題
と
な
っ
た
︒

手
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
提
案

で
︑
災
害
物
流
施
設
と
し
て

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
が
高
い

﹁
ア
ピ
オ
﹂（
岩
手
産
業
文

化
セ
ン
タ
ー
）
を
中
核
的
な

集
積
拠
点
と
し
て
︑
緊
急
物

資
の
物
流
管
理
が
行
わ
れ

た
︒
こ
れ
は
︑﹁
岩
手
方
式
﹂

と
呼
ば
れ
︑
そ
の
後
の
災
害

物
流
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
も
の
と
な
っ

た
︒

　

宮
城
県
に
お
い
て
は
︑
避

難
者
が
30
万
人
を
超
え
︑
緊

急
支
援
物
資
も
膨
大
な
量
に

達
し
た
︒
発
災
初
期
は
︑
数

か
所
の
集
積
所
が
設
け
ら

れ
︑
宮
城
県
か
ら
要
請
さ
れ

た
緊
急
物
資
の
輸
送
を
︑
宮

城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
手
配

に
よ
り
︑
会
員
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
が
配
送
︒
４
月
１

日
に
は
県
庁
本
部
事
務
局
の

再
編
︑
集
約
が
行
わ
れ
︑
緊

急
輸
送
の
体
制
も
大
幅
に
変

更
さ
れ
た
︒

　

福
島
県
に
お
い
て
は
︑
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

の
影
響
に
よ
り
︑
緊
急
物
資

輸
送
に
お
い
て
も
多
く
の
支

障
を
来
し
た
︒
全
国
か
ら
輸

送
さ
れ
た
緊
急
物
資
は
︑
福

島
市
︑
郡
山
市
︑
会
津
若
松

市
の
３
方
面
７
か
所
の
集
積

所
に
搬
入
さ
れ
︑
さ
ら
に
︑

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
手

配
に
よ
り
各
避
難
所
へ
配
送

さ
れ
た
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
多
数
の

避
難
所
へ
の
配
送
に
つ
い
て

は
︑
避
難
所
に
物
資
が
届
か

な
い
︑
ま
た
は
偏
在
す
る
と

い
う
混
乱
が
各
地
で
発
生
し

た
︒
こ
れ
に
つ
い
て
は
︑
震

災
に
よ
る
被
害
が
広
範
か
つ

甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
︑

発
災
直
後
の
停
電
や
通
信
イ

ン
フ
ラ
の
寸
断
な
ど
︑
限
ら

れ
た
厳
し
い
環
境
の
中
で
︑

被
災
地
の
受
け
入
れ
態
勢
が

　

福
島
県
に
お
い
て
は
︑
地

震
や
津
波
被
害
が
甚
大
で
あ

っ
た
ほ
か
︑
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
の
影
響
に
よ

り
︑震
災
被
害
は
一
層
拡
大
︑

複
雑
化
し
た
︒
特
に
︑
原
発

の
周
辺
で
は
避
難
区
域
が
順

次
拡
大
さ
れ
︑
救
援
・
救
助

活
動
や
輸
送
分
野
に
お
い
て

も
多
く
の
困
難
を
来
し
た
︒

　

一
方
︑
三
陸
沿
岸
部
な
ど

で
は
多
く
の
製
油
所
お
よ
び

油
槽
所
が
地
震
や
津
波
で
損

壊
し
︑
稼
働
停
止
に
追
い
込

ま
れ
た
︒
ま
た
︑
石
油
製
品

を
輸
送
す
る
運
送
事
業
者
や

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
も
数
多
く

被
災
し
た
︒
そ
の
一
方
で
︑

発
電
や
暖
房
の
た
め
の
灯
油

　

発
災
以
降
︑
５
月
９
日
ま

で
の
59
日
間
で
︑
全
ト
協
の

手
配
に
よ
っ
て
出
動
し
た
ト

ラ
ッ
ク
は
︑
延
べ
２
０
３
２
地

点
に
対
し
て
１
９
２
５
台
と

な
っ
た
︒
一
方
︑
地
方
公
共

団
体
の
要
請
に
よ
る
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
手
配

車
両
は
︑
６
月
30
日
ま
で
に

８
７
０
２
台
に
上
っ
た
︒

　

輸
送
品
目
別
で
は
︑
飲
料

水
が
４
６
０
万
本
︑
食
料
品

１
８
９
８
万
食
︑
毛
布
46
万

や
︑
自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン
の

需
要
が
増
え
た
こ
と
か
ら
︑

被
災
地
で
は
石
油
不
足
が
深

刻
化
し
た
︒
こ
の
た
め
︑
被

災
地
の
自
治
体
や
医
療
機
関

枚
を
は
じ
め
︑
衣
類
お
よ
び

生
活
用
品
な
ど
多
岐
に
及

び
︑
い
ず
れ
も
膨
大
な
量
に

達
し
た
︒
特
に
︑
初
動
段
階

で
は
︑
水
︑
お
に
ぎ
り
︑
パ

ン
等
の
食
料
や
毛
布
な
ど
︑

緊
急
性
の
高
い
物
資
が
多
く

を
占
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
役
割
を
果
た
し

た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
よ

る
緊
急
物
資
輸
送
活
動
に
つ

い
て
は
︑
各
方
面
か
ら
評
価

さ
れ
︑全
ト
協
は
24
年
９
月
︑

﹁
平
成
24
年
防
災
功
労
者
内

閣
総
理
大
臣
表
彰
﹂
を
受
賞

し
た
︒
ま
た
︑
国
土
交
通
大

臣
︑
厚
生
労
働
大
臣
な
ら
び

に
被
災
県
の
各
知
事
か
ら
は

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
︒

　

さ
ら
に
︑
Ｉ
Ｒ
Ｕ
（
国
際

道
路
輸
送
連
盟
）
は
︑
東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
ト
ラ
ッ

ク
の
輸
送
活
動
に
つ
い
て
︑

す
ぐ
に
整
わ
ず
︑
集
積
拠
点

の
確
保
が
遅
れ
た
こ
と
︑
ま

た
︑
荷
捌
き
や
仕
分
け
を
行

う
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し
て

い
た
こ
と
な
ど
︑
様
々
な
原

因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒

　

緊
急
物
資
の
物
流
が
各
地

で
混
乱
す
る
状
況
を
受
け
︑

国
土
交
通
省
は
︑
集
積
拠
点

か
ら
避
難
所
等
へ
の
端
末
輸

で
使
用
す
る
燃
料
や
︑
緊
急

車
両
用
の
燃
料
も
大
幅
に
不

足
︒
石
油
製
品
の
不
足
は
︑

次
第
に
東
日
本
の
全
域
に
広

が
り
始
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
燃

料
不
足
が
一
般
の
物
流
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
事
態
と
な
っ

た
︒

﹁
日
本
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
が
総
力
を
挙
げ
て
緊
急
輸

送
に
果
敢
に
取
り
組
み
︑
傑

出
し
た
役
割
を
果
た
し
た
﹂

と
高
く
評
価
し
︑
全
ト
協
は

﹁
Ｉ
Ｒ
Ｕ
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
﹂

を
受
賞
し
た
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
に
は
︑
全

国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

お
よ
び
関
係
者
か
ら
︑
被
災

各
県
に
向
け
て
義
援
金
お
よ

び
災
害
見
舞
金
３
億
２
２
０

０
万
円
が
集
め
ら
れ
た
︒
特

に
被
害
が
甚
大
と
な
っ
た
自

治
体
（
岩
手
県
︑
宮
城
県
︑

福
島
県
）
に
３
４
５
０
万
円

ず
つ
寄
贈
し
た
ほ
か
︑
被
災

し
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
復
興
支
援
等
の
た
め
︑
北

海
道
︑
青
森
県
︑
岩
手
県
︑

宮
城
県
︑
福
島
県
︑
茨
城
県

の
６
道
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に

対
し
て
︑
２
億
１
８
５
０
万

円
を
寄
贈
し
た
︒

送
の
円
滑
化
︑
効
率
化
等
を

図
る
た
め
︑
被
災
各
県
の
自

治
体
な
ど
に
対
し
て
物
流
専

門
家
の
派
遣
を
働
き
か
け

た
︒
こ
れ
を
受
け
︑
各
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
ま
た
は
倉
庫
協

会
を
通
じ
て
︑
宮
城
県
に
１

~
３
人
（
３
月
14
日
~
）︑

岩
手
県
に
１
人
（
３
月
11
日

~
）︑
福
島
県
に
２
~
３
人

（
３
月
13
日
~
）︑
茨
城
県

に
２
人
（
３
月
24
日
~
）
の

物
流
専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
派

遣
さ
れ
た
︒

　

こ
れ
ら
の
物
流
専
門
家

は
︑
い
ず
れ
も
専
門
的
な
知

識
お
よ
び
経
験
を
フ
ル
に
活

用
し
︑
物
資
ニ
ー
ズ
の
正
確

な
把
握
か
ら
︑
荷
捌
き
︑
適

切
な
仕
分
け
と
保
管
︑
避
難

所
等
へ
の
配
送
な
ど
︑
緊
急

物
資
に
係
る
物
流
業
務
を
幅

広
く
請
け
負
っ
た
︒

第
１
回　

発
災
直
後
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
緊
急
物
資
輸
送
へ
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る

第
１
回　

発
災
直
後
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
緊
急
物
資
輸
送
へ
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る

▪特集▪  東日本大震災から10年

未曽有の大震災から復旧・復興、そして今後の取り組み未曽有の大震災から復旧・復興、そして今後の取り組み
機
動
力
を
発
揮
し
た
ト
ラ
ッ
ク
輸
送　

過
去
最
大
規
模
と
な
る
緊
急
物
資
輸
送
を
遂
行

機
動
力
を
発
揮
し
た
ト
ラ
ッ
ク
輸
送　

過
去
最
大
規
模
と
な
る
緊
急
物
資
輸
送
を
遂
行

観
測
史
上
最
大
規
模
の
巨
大
地
震
が
発
生

観
測
史
上
最
大
規
模
の
巨
大
地
震
が
発
生

避
難
者
数
が
最
大
約

避
難
者
数
が
最
大
約
4747
万
人
に

万
人
に

11
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害

戦
後
最
大
の
複
合
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災

避
難
所
へ
の
緊
急
物
資
輸
送
が
緊
急
課
題
に

22
全
ト
協
の
取
り
組
み
①

全
ト
協
の
取
り
組
み
①

全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携
し
緊
急
輸
送
を
展
開

被
災
自
治
体
へ
の
「
物
流
専
門
家
」
派
遣
も

33
全
ト
協
の
取
り
組
み
②

全
ト
協
の
取
り
組
み
②

原
発
事
故
の
影
響
で
困
難
を
極
め
た
輸
送
業
務

燃
料
確
保
・
供
給
に
向
け
て
政
府
に
強
く
要
望

44
全
ト
協
の
取
り
組
み
③

全
ト
協
の
取
り
組
み
③

59
日
間
で
１
９
２
５
台
の
ト
ラ
ッ
ク
を
派
遣

被
災
者
の
尊
い
命
を
守
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

岩
手
県
の
中
核
的
集
積
拠
点
と
な
っ
た

「
ア
ピ
オ
」（
23
年
４
月
８
日
撮
影
）

震災前後の東日本の道路交通量の変化をみると、東北・関東間の道路網の機能が制限され、太平洋
側の東北自動車道や常磐自動車道の交通量が震災前から約8割減少したのに対し、日本海側の北陸自
動車道や関越自動車道、直轄国道は、震災前に比べ交通量が増加しており、日本海側ルートが太平洋
側ルートを代替する役割を担ったことがうかがえる。

図表60 東日本大震災前後における道路交通量の変化
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図表61 高速道路の復旧状況
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碇ケ関IC

秋田

横手IC横手IC

山形

盛岡

仙台

ひたちなかIC

津川IC津川IC 福島福島
常磐富岡IC

潮来IC浦和IC浦和IC
東京東京

盛岡

北上西IC

仙台仙台
笹谷IC笹谷IC

福島

宇都宮IC宇都宮IC

浦和IC浦和IC
東京東京 三郷JCT三郷JCT

水戸IC

東北自動車道
浦和－宇都宮

（3月19日通行可能）

北関東自動車道全線
（3月19日通行可能）

常磐自動車道
三郷－水戸

（3月16日通行可能）

東北自動車道全線
秋田自動車道全線
山形自動車道全線
磐越自動車道全線

（3月24日通行可能）

常磐自動車道
水戸－いわき中央

（3月21日通行可能）

仙台仙台

東京東京

いわき四倉

盛岡

福島福島
常磐富岡IC

一般車両通行止め一般車両通行可

【3月11日】 【3月19日】 【4月1日】

常磐自動車道
いわき中央IC－いわき四倉
（4月1日通行可能）

（注）　小型車を含むすべての一般車が通行できる状態を「一般車両通行可」とした。また、上下線のうち片方でも通れるようになっ
た場合は「通行可」とした。
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また、東日本大震災による被災者支援及び復旧・復興支援のため、東北地方（水戸エリアの常磐自
動車道を含む）を発着する被災者及び原発事故による避難者、トラック、バス（中型車以上）につい
て、6月20日から無料開放することとした。

ⅱ）鉄道
新幹線については、3月11日の被災以降復旧作業が進められ、18日には秋田新幹線（盛岡・秋田

間）が、31日には山形新幹線（福島・新庄間）が、それぞれ全線で運転を再開した。東北新幹線に
ついても、3月15日に東京・那須塩原間で運転が再開されるなど、順次復旧が進められた。4月7日
の余震により、再度各新幹線で運転が休止されたが、4月29日までに全線での運転が再開された。

図表62 新幹線の復旧状況

【3月11日】 【3月18日】 【3月31日】

運転見合わせ運転

新青森 新青森

秋田 盛岡

山形

新庄

仙台

福島

宇都宮

大宮
東京

那須塩原

新青森

盛岡秋田

新庄

山形
仙台

福島

宇都宮

大宮

東京

那須塩原

秋田 盛岡

新庄

仙台
山形

福島

宇都宮

大宮

東京

秋田新幹線
盛岡－秋田

（3月18日再開）

東北新幹線
大宮－那須塩原
（3月15日再開）

東北新幹線
盛岡－新青森

（3月22日再開）

山形新幹線
福島－新庄

（3月31日再開）

【4月29日】

新青森

盛岡

仙台

福島

宇都宮

山形

新庄

秋田

東京

大宮

東北新幹線
一ノ関－盛岡

（4月23日再開）

東北新幹
福島－仙台

（4月25日再開）

東北新幹線
仙台－一ノ関

（4月29日再開） 一ノ関

那須塩原東北新幹
那須塩原－福島
（4月12日再開）
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在来線については、東北線が4月21日までに全線で運転が再開され、常磐線が5月14日までに久
ノ浜・亘理間（東電福島第一原発の警戒区域等の区間及び甚大な被害を受けた区間等）を除き運転が
再開された。
一方で、沿岸部のJR東日本及び三陸鉄道では、多くの区間で運転再開の見通しが立たない状況が

続いており、まちづくりと一体となった復旧・復興への検討が行われている。
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図１ 　東日本大震災の概要
・発生日時　平成23年 3月11日㈮　14時 46分
・震源および規模（推定）
　三陸沖　深さ24km、マグニチュード9.0
・各地の震度（震度 6 弱以上）
　震度７　　宮城県北部
　震度６強　�宮城県南部・中部、福島県中通り・浜通り、茨城県北部・南部、

栃木県北部・南部
　震度６弱　�岩手県沿岸南部・内陸北部・内陸南部、福島県会津、群馬県南部、

埼玉県南部、千葉県北西部
・津波
　3月11日14時 49分、津波警報（大津波）を発表
・人的被害
　�死者 19,729 人（震災関連の死者を含む）、行方不明 2,559 人、負傷者
6,233人

出典：�政府緊急災害対策本部「平成 23年（2011年）東北地方太平洋沖地震（東日
本大震災）について」令和2年 3月10日発表

図３ 　東日本大震災をめぐる全ト協の主な動き
■ ３月11日㈮
・�14時 46分　マグニチュード9.0を記録する地震が三陸沖で発生
・�全ト協が緊急災害対策中央本部を設置
（各都道府県トラック協会も、地域ごとの緊急災害対策本部を設置）
・�全ト協が都道府県トラック協会に、地方公共団体等の要請による緊急救援物資の輸送要
請に係る報告を要請

■ ３月12日㈯
・�全ト協緊急対策本部で、国の要請により24時間体制による緊急物資輸送手配を開始
・�全国ネットワークを持つ大手事業者との連携による大規模な緊急物資輸送手配体制を確保

■ ３月14日㈪
・�緊急支援物資輸送事業者より、燃料確保困難により輸送に支障をきたしている状況のため、
国に対し「トラック用燃料（軽油）に関する緊急報告及び要望」を提出

■ ３月17日㈭
・�経済産業省から東北地方（被災地）および関東圏でのガソリン・軽油等の供給確保等と
して「緊急の供給確保措置と拡大輸送ルートの設定」が発表され、緊急支援物資輸送事
業者に通知するとともに、緊急重点スタンドを全ト協ホームページに掲載

■ ３月22日㈫
・�全ト協会長が民主党経済産業部門、国土交通部門会議に出席し、トラック輸送用燃料と
被災地等への物資輸送の現状・対応状況について説明

■ ３月24日㈭
・菅直人内閣総理大臣（当時）が全ト協会長に電話で緊急物資輸送対応への協力を感謝

■ ３月28日㈪
・�第 84回通常総会で平成 23年度事業計画案等を承認し、東日本大震災緊急災害対策
事業として新たに5億円を追加計上

■ ４月2日㈯
・�緊急物資輸送手配の24時間体制を15時間（8時～23時）体制に変更

■ ４月21日㈭
・�政府による緊急救援物資輸送が基本的に終了し、その後の対応については災害の枠組み
を基本として県による調達・手配を基本とすることを決定
・�全ト協の手配体制は当面継続とし、4月20日までに手配を行った車両の追跡管理と、大
量の物資調達等、県において調達が困難な物資については県からの依頼に基づき暫定的
に政府（緊急災害対策本部）が支援し、手配は引き続き全ト協が実施することを決定

■ ５月10日㈫
・�5月9日からの物資輸送については、県による物資輸送スキーム（災害救助法の枠組み）
に完全移行する旨について国土交通省自動車交通局貨物課（当時）より通知を受け、60
日間にわたる全ト協緊急救援物資手配体制を解除

■ ５月27日㈮
・国交省自動車交通局貨物課（同）に対して、緊急物資輸送の完了を報告

出典：全日本トラック協会「東日本大震災における緊急支援物資輸送活動の記録」
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省
・
中
企
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

　

新
分
野
展
開
や
業
態
転

換
︑
事
業
・
業
種
転
換
等
の

取
り
組
み
︑
事
業
再
編
ま
た

は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通

じ
た
規
模
の
拡
大
等
を
目
指

す
︑
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
企
業
等
の
新
た
な
挑
戦
を

支
援
す
る
︒

① 

申
請
前
の
直
近
６
か
月
間

の
う
ち
︑
任
意
の
３
か
月

の
合
計
売
上
高
が
︑
コ
ロ

ナ
以
前
の
同
３
か
月
の
合

計
売
上
高
と
比
較
し
て
10

％
以
上
減
少
し
て
い
る
中

小
企
業
等
︒

② 

事
業
計
画
を
認
定
経
営
革

新
等
支
援
機
関
や
金
融
機

関
と
策
定
し
︑
一
体
と
な

っ
て
事
業
再
構
築
に
取
り

組
む
中
小
企
業
等
︒

③ 

補
助
事
業
終
了
後
３
~
５

年
で
付
加
価
値
額
の
年
率

平
均
３
・
０
％
（
一
部
５

・
０
％
）
以
上
増
加
︑
ま

た
は
従
業
員
１
人
当
た
り

付
加
価
値
額
の
年
率
平
均

３
・
０
％
（
同
）
以
上
増

加
の
達
成

・ 

中
小
企
業
補
助
額
・
補
助

率
▽ 

通
常
枠
︙
補
助
額
１
０
０

万
円
~
６
０
０
０
万
円
︑

補
助
率
２
／
３

▽ 

卒
業
枠
※
︙
補
助
額
６
０

０
０
万
円
超
~
１
億
円
︑

補
助
率
２
／
３

※ 

４
０
０
社
限
定
︒
事
業
計

画
期
間
内
に
︑
①
組
織
再

編
︑
②
新
規
設
備
投
資
︑

③
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
い

ず
れ
か
に
よ
り
︑
資
本
金

ま
た
は
従
業
員
を
増
や

し
︑
中
小
企
業
か
ら
中
堅

企
業
へ
成
長
す
る
事
業
者

向
け
の
特
別
枠
︒

　

感
染
対
策
と
経
済
活
動
の

両
立
に
資
す
る
設
備
導
入
や

販
路
開
拓
へ
の
投
資
︑
テ
レ

ワ
ー
ク
等
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
の
導
入
等
を
支
援
す

る
︒

の
導
入
等
の
取
り
組
み
を

支
援
︒
補
助
金
総
額
の
１

／
４
以
内（
最
大
25
万
円
）

を
感
染
防
止
対
策
費
（
消

毒
液
購
入
費
︑
換
気
設
備

導
入
費
等
）
に
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
︒

●
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金

▽ 

通
常
枠
︙
補
助
上
限
４
５

０
万
円
︑
補
助
率
１
／
２

▽ 
低
感
染
リ
ス
ク
型
ビ
ジ
ネ

ス
枠
※
︙
補
助
上
限
４
５

０
万
円
（
テ
レ
ワ
ー
ク
対

応
類
型
は
１
５
０
万
円
）︑

補
助
率
２
／
３

※ 

複
数
の
業
務
プ
ロ
セ
ス（
販

売
管
理
と
労
務
な
ど
）
を

非
対
面
化
し
︑
一
層
の
生

産
性
向
上
を
図
る
Ｉ
Ｔ
ツ

ー
ル
の
導
入
や
︑
テ
レ
ワ

ー
ク
環
境
の
整
備
に
寄
与

す
る
ク
ラ
ウ
ド
型
の
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
の
導
入
︒

●
も
の
づ
く
り
補
助
金

▽ 

通
常
枠
︙
補
助
上
限
１
０

０
０
万
円
︑補
助
率
１
／
２

（
小
規
模
事
業
者
２
／
３
）

▽ 

低
感
染
リ
ス
ク
型
ビ
ジ
ネ

ス
枠
※
︙
補
助
上
限
１
０

０
０
万
円
︑
補
助
率
２
／

３
※ 

対
人
接
触
機
会
の
減
少
に

資
す
る
製
品
開
発
や
設
備

投
資
︑シ
ス
テ
ム
構
築
等
︒

●
持
続
化
補
助
金

▽ 

通
常
枠
︙
補
助
上
限
50
万

円　

補
助
率
２
／
３

▽ 

低
感
染
リ
ス
ク
型
ビ
ジ
ネ

ス
枠
※
︙
補
助
上
限
１
０

０
万
円
︑
補
助
率
３
／
４

※ 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え

た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ

ー
ビ
ス
︑
生
産
プ
ロ
セ
ス

「
中
小
企
業
等
事
業
再
構
築
促
進
事
業
」「
中
小
企
業
生
産
性
革
命
推
進
事
業
」

図  雇用調整助成金の特例措置による雇用維持

◇雇用調整助成金の特例措置の取扱い（現行の緊急事態宣言を前提）
＜現行の特例措置の取扱い＞
・�４月末まで現行の特例措置を継続
日額上限：（１日１人当たり）15,000 円
助成率：（中小企業）最大 10/10
              （大企業）最大 3/4※１
※１ �全国の特に業況が厳しい企業（生産指標＜売上等＞が前年または前々年の同期と比べ、
最近３か月の月平均値で30％以上減少）など、一定の大企業については最大 10/10 助成。

＜５月～６月の特例措置＞
・原則的な措置を段階的に縮減
  日額上限：（１日１人当たり）13,500 円　助成率：最大 9/10（中小企業）
・特に業況が厳しい企業※2の雇用維持を支持する特例
  日額上限：（１日１人当たり）15,000 円　助成率：最大 10/10（中小企業・大企業）
※２ �生産指標（売上等）が前年または前々年の同期と比べ、最近３か月の月平均値で30％以
上減少した全国の事業所。

＜７月以降＞
・�７月以降は、雇用情勢が大きく悪化しない限り、原則的な措置、特例措置をさらに縮減。

＜雇用維持要件の緩和＞
一定の大企業※３に加え、中小企業の全ての事業所を対象として、令和３年１月８日
以降、４月末までの休業等については、雇用維持要件を緩和し、３年１月８日以降の
解雇の有無により、適用する助成率（解雇等を行わない場合の助成率 10/10、解
雇等を行っている場合の助成率 4/5）を判断。
※３ �生産指標（売上等）が前年または前々年同期と比べ、最近３か月の月平均値で30％以上減
少した全国の大企業。

コロナ禍への対応として中小企業等へ支援策コロナ禍への対応として中小企業等へ支援策
「新たな雇用・訓練パッケージ」策定など措置「新たな雇用・訓練パッケージ」策定など措置

「
雇
用
維
持
要
件
の
緩
和
」
が
中
小
企
業
の
全
事
業
所
も
対
象
に

「
雇
用
維
持
要
件
の
緩
和
」
が
中
小
企
業
の
全
事
業
所
も
対
象
に

雇
調
金
特
例
措
置　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
の
翌
月
末
ま
で
現
行
措
置
を
継
続

1
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
に
よ
る
雇
用
維
持

１
月
８
日
以
降
に
解
雇
が
な
か
っ
た
場
合
に
は

適
用
助
成
率
が
10
分
の
10
に
拡
大

2
仕
事
と
訓
練
受
講
の
両
立

「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
特
例
措
置
導
入
」
な
ど

仕
事
と
訓
練
受
講
の
両
立
を
支
援

■
中
小
企
業
等
事
業
再
構
築
促
進
事
業

■
中
小
企
業
生
産
性
革
命
推
進
事
業

政  

府

第
３
次
補
正
予
算
成
立
受
け
補
助
事
業
を
拡
充

第
３
次
補
正
予
算
成
立
受
け
補
助
事
業
を
拡
充

厚労省
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①
不
合
理
な
待
遇
差
の
確
認

　

ま
ず
︑
自
社
の
短
時
間
・

有
期
雇
用
労
働
者
の
中
に

﹁
不
合
理
な
待
遇
差
﹂
の
有

無
を
︑
チ
ャ
ー
ト
（
図
）
に

沿
っ
て
確
認
す
る
︒

　

図
の
チ
ャ
ー
ト
を
参
考
に
︑

﹁﹃
待
遇
の
違
い
が
不
合
理

で
あ
る
﹄
と
判
断
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
﹂
と
い
う
結
果

に
な
れ
ば
︑
是
正
に
向
け
て

具
体
的
な
改
善
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
︒

②�

「
職
務
の
内
容
」
お
よ
び

「
職
務
の
内
容
・
配
置
の

変
更
の
範
囲
」
の
同
一
性

の
考
え
方

　

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
向

け
た
具
体
的
な
対
応
の
要
否

を
判
断
す
る
に
は
︑﹁
職
務

の
内
容
﹂
お
よ
び
﹁
職
務
の

内
容
・
配
置
の
変
更
の
範

囲
﹂
が
同
一
か
ど
う
か
が
判

断
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
︒

　
﹁
職
務
の
内
容
﹂
と
は
︑﹁
業

務
の
内
容
﹂
お
よ
び
当
該
業

務
に
伴
う
﹁
責
任
の
程
度
﹂

を
指
す
︒
こ
の
う
ち
﹁
業
務

の
内
容
﹂
の
判
断
に
当
た
っ

て
は
︑
当
該
業
務
が
①
与
え

ら
れ
た
職
務
に
本
質
的
ま
た

は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
業

務
で
あ
る
か
︑
②
そ
の
成
果

が
事
業
に
対
し
て
大
き
な
影

響
を
与
え
る
業
務
で
あ
る

か
︑
③
労
働
者
本
人
の
職
務

全
体
に
占
め
る
時
間
的
割
合

・
頻
度
が
大
き
い
業
務
で
あ

る
か
︱
︱
な
ど
を
基
準
と
し

て
︑
総
合
的
に
判
断
す
る
︒

　

ま
た
︑﹁
責
任
の
程
度
﹂

に
関
し
て
は
︑
与
え
ら
れ
て

い
る
権
限
の
範
囲
︑
業
務
の

成
果
に
つ
い
て
求
め
ら
れ
て

い
る
役
割
︑
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
や
臨
時
・
緊
急
時
に
求
め

ら
れ
る
対
応
の
程
度
︑
売
上

目
標
等
の
成
果
へ
の
期
待
度

な
ど
を
基
準
と
し
て
︑
総
合

的
に
判
断
す
る
︒

　

具
体
的
に
︑
正
社
員
と
︑

判
断
の
対
象
と
な
る
労
働
者

と
の
間
で
﹁
不
合
理
な
待
遇

差
﹂
の
有
無
を
判
断
す
る
う

え
で
必
要
と
な
る
﹁
職
務
の

内
容
﹂
お
よ
び
﹁
職
務
の
内

容
・
配
置
の
変
更
の
範
囲
﹂

の
同
一
性
の
考
え
方
に
つ
い

て
︑
具
体
的
な
例
を
表
に
示

す
︒

③�

確
認
・
見
直
し
の
ポ
イ
ン

ト

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

用
労
働
法
で
は
︑
短
時
間
・

有
期
雇
用
労
働
者
か
ら
待
遇

差
の
内
容
や
理
由
等
に
関
す

る
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場

合
︑
事
業
主
に
は
説
明
義
務

が
あ
る
と
し
て
い
る
︒
説
明

に
際
し
て
は
︑
短
時
間
・
有

期
雇
用
労
働
者
が
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑
就
業

規
則
や
賃
金
規
程
な
ど
の
具

体
的
資
料
を
示
し
な
が
ら
口

頭
で
説
明
す
る
こ
と
が
基
本

で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
現
在
の

就
業
規
則
や
賃
金
規
程
で

﹁
説
明
義
務
﹂
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
︑
確

認
と
見
直
し
を
行
う
な
ど
の

対
応
が
必
要
に
な
る
︒

　

確
認
・
見
直
し
に
当
た
っ

て
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
︒

・�

正
社
員
と
短
時
間
・
有
期

雇
用
労
働
者
の
定
義
を
明

記
　

雇
用
期
間
や
職
務
の
具
体

的
内
容
と
責
任
の
範
囲
︑
配

置
変
更
の
有
無
や
範
囲
︑
賃

金
の
決
定
や
計
算
・
支
払
方

法
な
ど
に
つ
い
て
︑
正
社
員

と
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働

者
と
の
間
で
違
い
が
あ
る
場

合
に
は
︑
そ
の
違
い
に
つ
い
て

就
業
規
則
に
記
載
︑
両
者
の

定
義
を
明
確
に
し
て
お
く
と

よ
い
︒

・
人
事
考
課
の
透
明
化

　

正
社
員
と
短
時
間
・
有
期

雇
用
労
働
者
の
人
事
考
課
の

基
準
を
明
確
に
し
︑
正
社
員

に
つ
い
て
は
︑
正
社
員
と
し

て
の
役
割
や
責
任
を
評
価
す

る
内
容
と
す
る
こ
と
や
︑
短

時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
に

つ
い
て
は
︑
日
常
の
担
当
業

務
を
完
全
に
遂
行
す
る
こ
と

を
評
価
す
る
内
容
と
す
る
な

ど
︑
両
者
の
差
違
を
人
事
考

課
基
準
の
中
で
明
示
的
に
示

す
か
︑
も
し
く
は
考
課
マ
ニ

ュ
ア
ル
で
説
明
可
能
な
状
態

に
し
て
お
く
と
よ
い
︒

・�

手
当
を
中
心
と
し
た
賃
金

体
系
の
見
直
し

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

賃
金
体
系
は
︑
基
本
給
に
対

し
て
様
々
な
手
当
を
積
み
上

げ
て
い
く
体
系
と
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
る

が
︑
こ
れ
ま
で
の
最
高
裁
判

所
の
判
決
で
は
い
ず
れ
も﹁
諸

手
当
﹂
を
中
心
と
し
た
待
遇

差
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
︒

　

自
社
の
賃
金
体
系
が
手
当

積
み
上
げ
式
に
な
っ
て
い
る

場
合
は
︑
各
手
当
の
趣
旨
を

改
め
て
労
使
で
協
議
し
︑
そ

の
趣
旨
は
短
時
間
・
有
期
雇

用
労
働
者
に
も
妥
当
す
る
も

の
で
は
な
い
か
︑
検
討
す
る

と
よ
い
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
け
る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
と
は

第
３
回
（
最
終
回
）

同一労働同一賃金への対応に向けて同一労働同一賃金への対応に向けて特
集

図　不合理な待遇差解消のための確認チャート（厚生労働省）

表　職務の内容、職務の内容・配置の変更の範囲の比較

1
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
に
対
応
し
て

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
取
り
組
む
べ
き
内
容

業
界
に
多
い
「
手
当
を
中
心
と
し
た
賃
金
体
系
」

の
見
直
し
も
必
要
に

　

中
小
企
業
に
お
い
て
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法

が
今
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
（
中
小
企
業
以
外
は
令
和
２

年
４
月
１
日
施
行
）︑
い
わ
ゆ
る
﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
﹂
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
中
小
運
送
事
業
者

に
お
い
て
も
︑
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
導
入
に
向
け
た
計
画
的

な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
︑
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
解
説
や
︑
同

制
度
導
入
に
向
け
て
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

最
終
回
と
な
る
今
回
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
﹁
同
一

労
働
同
一
賃
金
﹂
に
対
応
し
て
取
り
組
む
べ
き
内
容
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
︒﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
﹂
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
手
引
き
と
し
て
ま
と
め
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
︒

「
誰
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
」
職
場
を
目
指
し
て

早
急
に
対
応
の
実
施
を
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食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマほんのヒトコマ ［第81回］

街頭アンケート……「Aテレビはワクチンで、Bテレビはオリンピック・パラリ
ンピックね……」　

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜大地震発生時の措置等編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（教則第10章第3節2 緊急地震速
報が発表されたとき）車を運転中に緊急
地震速報が発表されたことを知ったとき
は、運転者は、周囲の状況に応じて、あ
わてることなく、非常点滅表示灯をつける
などして周囲の車に注意を促した後、急
ブレーキを避け、緩やかに速度を落とす。
❷ ○（教則第10章第3節3 大地震が発生
したとき⑴ア）車を運転中に大地震が発
生したときは、急ハンドル、急ブレーキ
を避けるなど、できるだけ安全な方法に
より道路の左側に停止させること。
❸ ○（教則第10章第3節3 大地震が発生
したとき⑴イ）停止後は、カーラジオ等に

より地震情報や交通情報を聞き、その情
報や周囲の状況に応じて行動すること。
❹ ×（教則第10章第3節3 大地震が発生
したとき⑴エ）やむを得ず道路上に置い
て避難するときは、道路の左側に寄せて
駐車し、エンジンを止め、エンジンキーは
付けたままとするか運転席などの車内の
分かりやすい場所に置いておくこととし、
窓を閉め、ドアはロックしないこと。
❺ ×（教則第10章第3節3 大地震が発生
したとき⑵ア）車を運転中以外の場合に
大地震が発生したときは、津波から避難
するためやむを得ない場合を除き、避難
のために車を使用しないこと。

194「
鯖
街
道
お
膝
元
の
味
③
」福
井
県
小
浜
の
鯖
の
船
場
汁

　

前
回
の
鯖
の
ぬ
た
に
書
い

た
田た

が
ら
す烏
は
︑
小
浜
市
東
部
内う

ち

外と

み海
地
区
に
あ
る
海
辺
︒
鯖

漁
で
栄
え
た
だ
け
に
鯖
料
理

が
数
々
あ
り
︑
今
回
は
﹁
船

場
汁
﹂
を
紹
介
す
る
︒

　

船
場
汁
は
大
阪
の
問
屋
街

・
船
場
発
祥
の
鯖
の
ア
ラ
の

汁
物
︒
身
は
主
人
一
家
が
食

べ
︑
使
用
人
た
ち
は
頭
や
中

骨
を
汁
に
す
る
の
だ
︒

　

大
阪
の
商
家
な
ら
で
は
の

倹
約
料
理
と
い
う
わ
け
で
︑

ア
ラ
と
昆
布
で
ダ
シ
を
と
り
︑

大
根
︑
ね
ぎ
を
加
え
︑
針
生

姜
か
こ
し
ょ
う
を
薬
味
に
す

る
︒
ひ
り
っ
と
く
る
辛
味
が

い
い
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
︒

　

こ
の
船
場
汁
が
小
浜
に
あ

る
︒
大
阪
で
働
い
て
い
た
若

狭
人
が
故
郷
に
伝
え
た
そ
う

で
︑
鯖
街
道
の
復
路
に
よ
る

た
す
に
は
養
殖
が
必
要
に
な

っ
た
︒
そ
こ
で
波
穏
や
か
で

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
豊
富
な
田
烏

が
選
ば
れ
︑
研
究
者
の
指
導

の
も
と
︑
浜
家
さ
ん
が
現
場

を
牽
引
し
て
き
た
の
だ
︒

　

餌
に
京
都
の
酒
粕
を
混
ぜ

る
の
が
﹁
よ
っ
ぱ
ら
い
サ
バ
﹂

の
名
の
由
来
︒
鯖
街
道
の
終

点
と
起
点
が
酒
粕
で
結
ば
れ

て
い
る
わ
け
︒
効
果
と
海
水

ア
ラ
と
昆
布
の
だ
し
に
加
え

る
﹂
と
の
こ
と
で
︑
啜す

す

る
と

田
烏
の
海
の
よ
う
な
清
ら
か

で
す
っ
き
り
し
た
う
ま
味
︒

お
代
わ
り
し
て
し
ま
っ
た
︒

　

こ
こ
で
は
刺
身
︑つ
み
れ
︑

ぬ
た
も
頼
め
る
が
︑
全
て
要

予
約
︒
そ
れ
だ
け
﹁
よ
っ
ぱ

ら
い
サ
バ
﹂
は
希
少
な
人
気

も
の
な
の
で
あ
る
︒

　

 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

食
の
伝
播
の
一
例
だ
︒

　

田
烏
で
船
場
汁
を
提
供
す

る
の
は
民
宿
﹁
浜は

ま

の

や

乃
家
﹂︒

店
主
・
浜は

ま
い
え家
真ま

す

み澄
さ
ん
は
当

地
生
れ
の
漁
師
だ
が
民
宿
の

方
も
一
生
懸
命
で
︑
船
場
汁

の
鯖
は
自
ら
育
て
る
﹁
小
浜

よ
っ
ぱ
ら
い
サ
バ
﹂
を
使
う
︒

　

こ
れ
は
福
井
県
が
開
発
し

た
養
殖
鯖
︒
鯖
の
本
場
な
の

に
海
が
瘦や

せ
て
︑
需
要
を
満

の
澄
ん
だ
田
烏
沖
の
生
け
簀す

育
ち
だ
け
に
︑
鯖
は
豊
満
な

の
に
清
楚
と
い
う
矛
盾
し
た

美
味
に
育
つ
︒

　

そ
こ
で
船
場
汁
だ
が
︑
お

椀
に
は
ア
ラ
だ
け
で
な
く
身

も
た
っ
ぷ
り
︒
大
根
︑
に
ん

じ
ん
の
短
冊
切
り
と
白
髪
ね

ぎ
が
入
り
︑こ
し
ょ
う
が
香
る
︒

　
﹁
身
は
塩
を
し
︑
熱
湯
︑

氷
水
で
血
合
い
を
落
と
し
︑

　
﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
﹂
に

正
し
く
対
応
し
て
お
か
な
け

れ
ば
︑
従
業
員
か
ら
訴
訟
を

起
こ
さ
れ
︑
損
害
賠
償
を
請

求
さ
れ
た
り
︑
企
業
イ
メ
ー

ジ
が
毀き

損
す
る
リ
ス
ク
が
あ

る
︒

　
﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
﹂
へ

の
対
応
の
中
で
一
番
大
切
な

の
は
︑﹁
正
社
員
と
短
時
間

・
有
期
雇
用
労
働
者
の
職
務

内
容
等
を
明
確
化
し
︑
待
遇

差
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
よ

う
︑労
使
で
よ
く
話
し
合
う
﹂

こ
と
で
あ
る
︒﹁
同
一
労
働
同

一
賃
金
﹂
の
も
と
で
は
︑
職

務
の
内
容
や
移
動
・
転
勤
の

有
無
や
そ
の
範
囲
が
同
じ
で

あ
れ
ば
同
じ
待
遇
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
加
え
︑
待
遇
差

が
生
じ
る
場
合
に
は
そ
の
理

由
等
が
き
ち
ん
と
説
明
で
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
︑

そ
の
内
容
を
明
文
化
し
て
お

く
こ
と
が
リ
ス
ク
を
未
然
に

回
避
す
る
こ
と
に
繋
が
る
︒

人
事
考
課
基
準
を
透
明
化
し

て
お
く
こ
と
な
ど
も
有
効
と

な
る
︒
ベ
テ
ラ
ン
契
約
社
員

な
ど
は
︑
正
社
員
へ
の
登
用

を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
と

な
る
だ
ろ
う
︒

　

ま
た
︑
諸
手
当
に
関
す
る

待
遇
差
に
つ
い
て
は
︑
支
給

の
趣
旨
等
を
個
別
に
判
断
さ

れ
︑
不
合
理
と
判
断
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑

基
本
給
に
諸
手
当
を
積
み
上

げ
て
い
く
よ
う
な
賃
金
体
系

の
会
社
で
は
︑
労
使
で
各
手

当
の
趣
旨
を
よ
く
確
認
し
︑

そ
れ
が
短
時
間
・
有
期
雇
用

労
働
者
に
も
妥
当
す
る
も
の

で
は
な
い
か
検
討
す
る
こ
と

も
必
要
と
な
っ
て
く
る
︒

　
﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
﹂
と

は
︑﹁
働
き
方
が
同
じ
人
に

は
同
じ
待
遇
を
﹂﹁
違
い
が

あ
る
場
合
に
は
そ
の
違
い
に

応
じ
た
待
遇
を
﹂
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
︑﹁
何
を
も
っ
て

同
じ
働
き
方
と
す
る
か
﹂﹁
何

を
も
っ
て
同
じ
働
き
方
で
は

な
い
と
す
る
か
﹂
が
説
明
で

き
る
よ
う
︑
正
社
員
と
短
時

間
・
有
期
雇
用
労
働
者
の
業

務
内
容
や
責
任
範
囲
を
明
確

化
し
︑
必
要
に
応
じ
て
社
内

体
制
や
各
種
規
程
の
見
直
し

を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑﹁
同
一
労
働
同

一
賃
金
﹂
に
関
す
る
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
け
る

実
際
の
対
応
例
に
つ
い
て
︑

①
~
③
を
紹
介
す
る
︒

①�賃金体系を変更し、正社員と嘱託・契約社員
の賃金体系を統合した事例

③�正社員と非正規社員を含めた全社
統一の賃金制度へ移行した事例

②�就業規則に社員区分ごとの職務内容や責任・役割の定義づ
けを明記、労働条件を見直した事例

2
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
け
る
対
応
例

賃
金
体
系
・
労
働
条
件
見
直
し
な
ど

不
合
理
な
待
遇
差
解
消
に
向
け
様
々
な
取
り
組
み
を

3
最
後
に

労
使
で
話
し
合
い
、い
ち
早
く
対
応
す
る
こ
と
が

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
実
現
に
繋
が
る

中小企業・Ｆ社の事例

【主要な業務】冷凍・冷蔵食品の保管及び輸送

▶対応前の状況

●�正社員の賃金体系が「基本給」「無事故手当」「家族手当」「住宅手当」「通勤手当」
「割増賃金」で構成されていたのに対して、嘱託（定年後再雇用社員）、契約
社員（1年契約の有期雇用社員）の賃金体系は「基本給」「職務手当」「割増賃
金」のみであった。

▶対応後の状況

●�生産性向上と労働時間短縮を図るため、従来の時間で決める賃金体系から業
績貢献度に応じた賃金体系に変更。併せて諸手当を整理し、正社員と嘱託・
契約社員の賃金体系を統合した。

【改定後の賃金体系】職務給、資格給、業績給、評価手当、割増賃金

●�正社員に支給していた家族手当、住宅手当、通勤手当を廃止し、新職務給、
新資格給、新業績給の原資に移行、また無事故手当は新評価手当の原資に移
行した。嘱託・契約社員（運転職）に支給していた職務手当は廃止し、新資
格給、新評価手当の原資に移行した。
●�賃金改定にあたり、従前の賃金水準維持および経過措置期間を設定。社員説
明を実施し、全社員の同意を得て新賃金体系に移行した。この改定により、
正社員と嘱託・契約社員の賃金体系を統合し、同じ計算基準で支払うことに
なった。

○対応のまとめ
対応前 対応後

正　社　員
基本給、無事故手当、家族手
当、住宅手当、通勤手当、割
増賃金 職務給、資格給、業績給、評

価手当、割増賃金

非正規社員 基本給、職務手当、割増賃金

中小企業・Ｇ社の事例

【主要な業務】食品、日配品、雑貨、機械等の県内及び近県を中心とした配送

▶対応前の状況

●�正社員と非正規社員（嘱託、パートタイマー）に処遇格差が存在していたものの、職務内容や配置転換
の範囲の違いが不明確であった。
●非正規社員の月例賃金は正社員の約 7割の水準であった。
●非正規社員は賞与、退職金支給の対象外であった。

▶対応後の状況

●就業規則に社員区分ごとの職務内容や責任・役割の定義づけを明記した。
〔例〕第〇条　社員の定義ならびに責任と役割
①正社員
正社員は長期雇用を前提とし、会社の中核社員としての役割を担う。職務内容及び勤務地を限定せず、
会社の命により異動することがある。現担当業務のみならず社内の全業務に関心を持ち、意見具申、社
員教育、管理指導についても遂行する責任を持つ。

②嘱託社員
嘱託社員は原則として定年後に 1年契約で再雇用された社員とする。職務内容、勤務地の変更は行わな
い。やむを得ず変更する場合は本人の同意を得るものとする。担当業務を完全に遂行する役割を持つ。

③パートタイム社員
パートタイム社員は原則として 1年以内の雇用契約とし、職務内容、勤務地の変更は行わない。やむを
得ず変更する場合は本人の同意を得るものとする。短期雇用を前提とし、与えられた業務を完全に遂行
する役割を持つ。

●労働条件の見直しを実施した。
①嘱託社員の賃金を正社員と同様の計算方法に変更
従前は正社員が固定給＋歩合給、嘱託社員が固定給（正社員の約７割）に設定していたが、嘱託社員の
モチベーションアップも考慮し、正社員と同様の体系に変更した。

②正社員と非正規社員の処遇の違いを一覧にして比較、是正措置を講じた
従前は正社員が無事故表彰と無事故報奨金の対象、非正規社員は対象外で、社内旅行についても正社員
は参加、非正規社員は対象外であった。また、日当旅費を正社員には支給、非正規社員は対象外であった。
対応後は上記格差を是正し、非正規社員も全て対象にした。

③非正規社員に賞与を導入
従前は正社員のみを対象としていた賞与を非正規社員にも支給することにした。
ただし、金額は職務内容や配置転換の範囲を考慮し、正社員の 4 分の1から半額程度に設定した。

○対応のまとめ
対応前 対応後

正　社　員 固定給＋歩合給、無事故表彰、無事故報奨
金、日当旅費、賞与、社内旅行への参加

固定給＋歩合給、無事故表彰、無事故報奨
金、日当旅費、賞与（非正規社員は正社員
の 4分の 1 ～ 2 分の 1）、社内旅行への参
加非正規社員 固定給のみ（正社員の 7割）

大手企業・Ｈ社の事例

【主要な業務】総合物流業

▶対応前の状況

●�北海道から九州まで全国に支店があり、賃金体系が都道府
県ごと、また、ドライバー、フォークリフト、倉庫作業等、
職務ごとに多種多様な賃金体系となっていたことから、同
一労働同一賃金への対応に向けて、正社員と非正規社員の
取扱いも含めて、全国的に統一する必要性があった。

▶対応後の状況

●�全社の諸手当を含む賃金体系を調査するとともに、賃金体
系の変更に関して各支店からの意見を聴取し、これらを踏
まえて全社統一の賃金制度へ移行した。

●�制度変更への着手から実際の制度移行まで多くの時間を費
やし、労働組合との労使協議を重ねるなど、制度移行に際
しては慎重な対応に努めた。

●�新しい賃金制度では全社で賃金テーブルを統一、体系をシ
ンプルにし、「果たすべき役割」と「従事する業務」をベー
スとして一貫した賃金制度とし、異動範囲や異動可能性の
差、担う役割の差等に応じて説明可能で合理的な内容とし
た。

●�諸手当に関しても全社で統一し、説明可能で合理的な基準
となるよう、基本的に業務に関わる免許や資格などに対す
る手当に限定した。

●�正社員と非正規社員との間に存在していた待遇差を「正社
員に合わせる」対応を行うことを基本方針としたことで、
人件費の総額が上昇することは事前に想定されたが、会社
としてコストアップを織り込んだうえで制度を策定した。

●�待遇差をなくしたことで、従前には存在していた「正社員
登用のハードル」がなくなったため、従業員の募集条件を
正社員と同等とすることで労働力の確保に繋がっていくこ
とが期待される。
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▼
木
製
の

棚
に
並
べ

ら
れ
た
新

鮮
な
野
菜

の
数
々
︒

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
︑
生

産
者
の
名
前
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
︑

そ
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
ま
す
︒
朝

８
時
開
店
の
産
直
セ
ン
タ
ー
は
︑
早

朝
に
も
拘
ら
ず
大
勢
の
人
達
で
賑
わ

っ
て
い
ま
す
︒
レ
ジ
か
ら
近
い
手
前

３
列
の
棚
に
は
朝
採
り
の
新
鮮
野
菜

が
︑
中
央
３
列
の
棚
に
は
豊
富
な
果

物
類
が
︑
最
奥
３
列
の
棚
に
は
弁
当

や
惣
菜
な
ど
が
ぎ
っ
し
り
と
並
べ
ら

れ
︑
ど
れ
も
垂
涎
も
の
で
︑﹁
売
り

切
れ
御
免
﹂
の
早
い
者
勝
ち
で
す
︒

▼
昨
今
は
︑
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
に
限
ら
ず
︑
様
々
な
場
所
で
弁
当

が
購
入
で
き
ま
す
が
︑
産
直
セ
ン
タ

ー
の
弁
当
は
ま
さ
に
作
り
た
て
の

﹁
お
袋
の
味
﹂
で
︑
嬉
し
い
ワ
ン
コ

イ
ン
価
格
の
﹁
５
０
０
円
﹂
で
す
︒

入
口
の
ボ
ー
ド
に
は
︑
店
長
の
顔
写

真
と
︑﹁
お
客
様
の
生
の
声
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
書
か
れ
た
﹁
ご

意
見
箱
﹂
が
置
か
れ
︑
お
店
の
品
質

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
︒
見
る
と
︑

籠
を
下
げ
た
お
婆
さ
ん
が
︑
店
員
と

懇
意
な
様
子
で
︑﹁
今
日
は
何
が
い

い
か
い
﹂
と
本
日
の
お
薦
め
品
を
聞

い
て
︑
情
報
収
集
を
怠
ら
な
い
様
子

で
す
︒
▼
私
が
人
間
観
察
を
し
て
い

る
僅
か
な
間
に
︑
朝
採
り
野
菜
は
み

る
み
る
棚
か
ら
消
え
て
い
き
ま
す
︒

新
鮮
な
野
菜
は
︑
そ
れ
こ
そ
塩
を
振

っ
た
り
︑
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
か
け
た
り

す
る
だ
け
で
︑
野
菜
本
来
の
旨
味
が

味
わ
え
ま
す
︒
す
る
と
今
度
は
︑
杖

を
つ
い
た
男
性
が
里
芋
を
手
に
取

り
︑
連
れ
の
女
性
に
﹁
今
日
は
け
ん

ち
ん
汁
を
作
ろ
う
﹂
と
話
し
か
け
て

い
ま
し
た
︒
ど
う
や
ら
リ
タ
イ
ア
し

た
世
代
と
思
し
き
男
性
は
︑
厨
房
で

の
料
理
に
目
覚
め
た
様
子
で
す
︒
▼

産
直
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
﹁
か
あ

さ
ん
食
堂
﹂は
︑お
昼
前
に
開
店
し
︑

中
々
の
混
み
具
合
で
す
︒
メ
ニ
ュ
ー

は
︑
麺
類
や
カ
レ
ー
が
主
で
す
が
︑

そ
の
ほ
か
に
各
種
惣
菜
が
小
皿
に
盛

ら
れ
︑
特
に
注
文
を
受
け
て
か
ら
揚

げ
る
天
婦
羅
は
︑
衣
が
薄
く
︑
素
材

か
ら
沢
山
の
栄
養
を
い
た
だ
け
ま

す
︒
▼
私
が
籠
に
入
れ
た
の
は
︑
素

朴
な
﹁
お
袋
の
赤
飯
﹂
と
︑
絶
妙
な

漬
か
り
具
合
の
﹁
胡
瓜
の
糠
漬
﹂
で

し
た
︒
特
に
︑
少
し
酸
っ
ぱ
く
な
っ

た
胡
瓜
の
糠
漬
は
︑
千
切
り
に
し
て

フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
め
る
と
︑
ご
飯
に

抜
群
の
相
性
で
︑
味
噌
汁
さ
え
あ
れ

ば
他
に
お
か
ず
は
要
り
ま
せ
ん
︒
▼

亡
き
母
が
︑
毎
年
12
月
に
な
る
と
桶

樽
２
つ
に
白
菜
を
ぎ
っ
し
り
と
詰
め

込
み
︑
塩
を
多
め
に
振
り
︑
丸
い
重

し
の
石
を
置
い
た
あ
と
︑
手
で
額
の

汗
を
拭
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
︒
こ
の
厳
寒
の
時
期
に
な
る
と
︑

亡
き
母
が
作
っ
た
あ
の
﹁
白
菜
漬
﹂

が
無
性
に
食
べ
た
く
な
り
ま
す
︒
私

が
産
直
セ
ン
タ
ー
に
足
繁
く
通
う
の

は
︑そ
こ
で
頑
張
る﹁
お
ば
ち
ゃ
ん
﹂

達
に
母
の
面
影
を
重
ね
て
い
る
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
！
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全
国
の
青
年
部
会
員
の
写

真
を
繋
い
だ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

Ｖ
Ｔ
Ｒ
と
と
も
に
開
会
し
た

今
大
会
で
は
︑
細
江
良
枝
副

部
会
長
が
司
会
進
行
を
担
当
︒

﹁
例
年
全
国
大
会
に
お
越
し

い
た
だ
け
な
い
皆
様
に
も
青

年
部
会
の
取
り
組
み
を
知
っ

て
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
﹂

と
述
べ
︑
史
上
初
の
ラ
イ
ブ

配
信
形
式
と
な
る
青
年
部
会

全
国
大
会
が
幕
を
開
け
た
︒

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
は
︑
岩

田
部
会
長
が
﹁
時
代
の
変
化

が
加
速
す
る
中
︑
我
々
が
し

っ
か
り
と
し
た
立
ち
位
置
を

持
ち
︑
生
き
残
っ
て
い
く
た

め
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
を
適
正
な
業
界
に
す
る
こ

と
が
必
要
︒
そ
の
た
め
に
は

﹃
学
ぶ
こ
と
﹄
が
不
可
欠
﹂

と
︑
全
国
の
部
会
員
・
視
聴

者
に
向
け
︑
力
強
く
宣
言
︒

ま
た
︑
例
年
全
国
大
会
に
臨

席
を
賜
っ
て
い
る
来
賓
の
あ

い
さ
つ
・
祝
辞
に
つ
い
て
は
︑

開
催
方
法
を
説
明
の
上
︑
あ

ら
か
じ
め
あ
い
さ
つ
文
・
祝

辞
を
賜
っ
た
旨
が
紹
介
さ
れ
た

（﹁
来
賓
あ
い
さ
つ
・
祝
辞
﹂

に
つ
い
て
は
︑
大
会
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
掲
載
さ
れ
た
内
容
を
抜

粋
し
て
別
掲
）︒

　

続
く
﹁
青
年
経
営
者
等
に

よ
る
先
進
的
な
事
業
取
組
に

対
す
る
顕
彰
﹂
で
は
︑
顕
彰

事
業
の
概
要
説
明
お
よ
び
同

顕
彰
審
査
委
員
会
の
杉
山
雅

洋
審
査
委
員
長
（
早
稲
田
大

学
名
誉
教
授
）に
よ
る
講
評
︑

そ
し
て
今
年
度
の
受
賞
事
業

の
概
要
を
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
紹
介
︒

　

今
回
の
受
賞
事
業
者
は
２

者
で
︑
蔵
の
街
運
送
株
式
会

社
（
栃
木
県
）
の
社
会
貢
献

事
業
﹁
社
員
の
健
康
を
守
る

！　

社
員
食
堂
﹃
蔵
Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
﹄
オ
ー
プ
ン
！
~
﹃
蔵
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
﹄
の
設
立
に
よ
り
︑

障
が
い
を
持
っ
た
方
の
﹃
働

き
た
い
﹄を
応
援
し
ま
す
~
﹂

が
銀
賞
を
受
賞
︒
大
輪
総
合

運
輸
株
式
会
社
（
徳
島
県
）

の
安
全
対
策
事
業
﹁
運
転
支

援
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
﹂
が
銅
賞

を
受
賞
し
た
︒

　

銀
賞
受
賞
の
蔵
の
街
運
送

㈱
で
は
︑﹁
障
が
い
者
へ
の
働

く
場
の
提
供
﹂
と
﹁
社
員
食

堂
の
運
営
﹂
を
両
立
す
る
た

め
︑
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事

業
所
﹁
蔵
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
﹂
を
設

立
︒
栄
養
価
が
高
く
︑
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
日
替
わ
り
ワ
ン

コ
イ
ン
定
食
を
提
供
す
る
こ

と
で
︑社
員
の
健
康
を
守
り
︑

健
康
起
因
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

す
と
と
も
に
︑﹁
社
食
づ
く

り
﹂
を
通
じ
て
︑
障
が
い
者

に
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
・
や

り
が
い
を
見
つ
け
て
も
ら
う

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
︒

　

銅
賞
受
賞
の
大
輪
総
合
運

輸
㈱
で
は
︑﹁
事
故
の
撲
滅

が
ド
ラ
イ
バ
ー
︑
家
族
︑
所

属
会
社
を
守
る
﹂
と
い
う
理

　

青
年
部
会
活
動
報
告
で

は
︑
黒
田
智
也
副
部
会
長
が

整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
の
寄

贈
等
の
社
会
貢
献
活
動
︑
他

団
体
青
年
組
織
と
の
意
見
交

換
会
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て

報
告
︒

　

続
い
て
は
︑
国
際
政
治
学

者
の
三
浦
瑠
麗
氏
が
﹁
国
際

秩
序
変
動
の
今
こ
そ
物
流
業

の
取
る
べ
き
構
え
﹂
を
テ
ー

マ
に
講
演
︒
国
際
政
治
に
お

け
る
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
感
染

症
拡
大
防
止
策
や
経
済
恐
慌

防
止
策
等
を
取
り
上
げ
つ
つ
︑

考
慮
す
べ
き
中
長
期
的
な
国

際
的
・
政
治
的
リ
ス
ク
な
ど

に
言
及
︒
国
際
情
勢
の
変
化

を
敏
感
に
捉
え
︑
複
数
の
多

様
な
取
引
先
の
確
保
な
ど
の

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
図
る
こ
と
の

必
要
性
を
説
い
た
︒

　

閉
会
の
あ
い
さ
つ
に
は
︑

河
合
智
哉
副
部
会
長
が
登
壇
︒

﹁
本
日
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま

え
て
︑
い
っ
そ
う
業
界
の
繁

栄
に
寄
与
し
て
ま
い
り
た
い
︒

来
年
度
は
全
国
の
部
会
員
の

皆
様
に
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
︑
勇
気
を
出
し

て
一
歩
踏
み
出
せ
ば
︑﹃
一
寸

先
は
光
﹄
と
な
る
は
ず
︒
青

年
部
会
の
可
能
性
を
信
じ
︑

一
歩
前
に
踏
み
出
す
こ
と
が

光
に
な
る
﹂
と
全
国
の
部
会

員
を
鼓
舞
し
︑
大
会
を
締
め

く
く
っ
た
︒

念
の
も
と
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク

に
起
因
す
る
交
通
事
故
ゼ

ロ
︑
死
傷
者
の
減
少
を
目
標

に
設
定
︒
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の

衝
突
・
左
折
巻
き
込
み
事
故

を
防
ぐ
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
の

死
角
部
分
に
つ
い
て
︑
Ａ
Ｉ

画
像
認
識
技
術
を
活
用
し
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
音
と
映
像
で

注
意
を
促
す
︑
多
く
の
車
種

に
後
付
け
可
能
な
﹁
前
方
と

左
側
が
ひ
と
つ
の
シ
ス
テ
ム

で
カ
バ
ー
で
き
る
装
置
﹂を
︑

東
京
大
学
大
学
院
数
理
科
学

研
究
科
の
教
授
が
立
ち
上
げ

た
Ａ
Ｉ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と

共
同
開
発
し
た
︒

　

続
い
て
︑
全
国
の
青
年
組

織
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ム
ー
ビ
ー

の
紹
介
が
行
わ
れ
︑
全
国
９

ブ
ロ
ッ
ク
・
各
都
道
府
県
の

青
年
組
織
か
ら
届
い
た
︑
想

い
の
つ
ま
っ
た
動
画
を
紹
介

（
画
像
㊦
）︒
フ
ェ
イ
ス
・
ト

ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
で
の
交
流
を
図

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
下

で
も
︑
コ
ロ
ナ
禍
を
打
破
せ

ん
と
す
る
強
い
想
い
と
︑
青

年
部
会
員
同
士
の
固
い
絆
を

感
じ
さ
せ
る
映
像
が
上
映
さ

れ
た
︒

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

庄
子�

清
一　

副
会
長

　

例
年
︑
多
く
の
青
年
経
営

者
の
皆
様
に
ご
参
集
い
た
だ

き
実
施
し
て
き
た
全
国
大
会

も
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
拡
大
の
影
響
を

受
け
︑
こ
の
よ
う
な
か
た
ち

で
の
開
催
に
な
っ
た
こ
と
は
︑

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

重
視
す
る
青
年
部
会
の
皆
様

に
と
っ
て
は
苦
渋
の
決
断
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

　

し
か
し
︑
ど
の
よ
う
な
状

況
で
も
︑
青
年
経
営
者
ら
し

い
新
し
い
発
想
で
課
題
に
取

り
組
む
青
年
部
会
の
活
動

は
︑
常
に
我
々
業
界
に
新
し

い
可
能
性
を
生
み
出
し
て
き

ま
し
た
︒
今
後
も
果
敢
に
挑

戦
を
続
け
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

今
回
の
全
国
大
会
に
お
い

て
︑
大
い
に
研
鑽
を
積
ん
で

い
た
だ
き
︑
業
界
の
さ
ら
な

る
発
展
の
た
め
︑
今
後
も
積

極
的
に
活
動
い
た
だ
く
こ
と

を
強
く
期
待
し
て
お
り
ま
す
︒

自
由
民
主
党

牧
島�

か
れ
ん　

青
年
局
長

　

本
年
は
皆
様
に
お
会
い
で

き
ず
残
念
で
す
が
︑
新
た
な

試
み
に
挑
む
皆
様
に
敬
意
を

表
す
と
と
も
に
︑
素
晴
ら
し

い
成
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
︒

　

我
が
国
で
は
近
年
︑
地
震

や
台
風
︑
豪
雨
な
ど
の
自
然

災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し

て
お
り
︑
さ
ら
に
昨
年
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
的
に
も
猛
威
を
振
る
っ
て

い
ま
す
︒
い
つ
︑
ど
こ
で
︑

ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
か
わ
か
ら
な
い
今
︑
我
々

に
求
め
ら
れ
る
の
は
組
織
の

連
携
力
で
す
︒

　

本
年
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
10
年
と
い
う
節
目
に
あ
た

り
ま
す
︒
有
事
に
備
え
︑
自

民
党
青
年
局
は
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
青
年
部
会
を
は
じ

め
と
し
た
青
年
団
体
と
連
携

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

物
流
業
界
の
基
幹
的
な
役

割
を
果
た
し
つ
つ
も
常
に
先

を
見
据
え
る
皆
様
と
と
も
に

自
民
党
青
年
局
は
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
︒

国
土
交
通
省
自
動
車
局

伊
地
知�

英
己　

貨
物
課
長

　

皆
様
が
日
頃
か
ら
業
界
の

将
来
を
見
据
え
た
取
組
を
続

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
︑
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
す
︒

　

こ
の
１
年
︑
社
会
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

戦
う
中
︑
国
民
の
日
々
の
生

活
が
守
ら
れ
︑
経
済
活
動
が

維
持
で
き
る
の
は
︑
日
夜
懸

命
に
モ
ノ
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
お
か
げ
で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
我

が
国
物
流
の
未
来
を
支
え

る
︑
ご
参
加
の
若
手
経
営
者

の
皆
様
に
は
︑
業
界
の
発
展

と
事
業
の
活
性
化
に
向
け
た

積
極
的
な
活
動
の
中
心
に
な

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
︑
青

年
部
会
な
ら
び
に
青
年
組
織

会
員
の
皆
様
の
一
層
の
発
展

と
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
︑
私
か
ら
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
会
（
岩
田
享
也
部
会
長
）

は
２
月
19
日
、
令
和
２
年
度
「
青
年
部
会
全
国
大
会
」
を

開
催
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の

影
響
を
鑑
み
、
大
会
の
模
様
を
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
で
ラ
イ
ブ
配

信
す
る
と
い
う
初
の
試
み
を
実
施
。「
つ
な
ぐ
想
い
~
地
域
を

支
え
る
物
流
業
界
へ
~
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
全
国
の

次
代
を
担
う
青
年
経
営
者
・
事
業
後
継
者
に
加
え
、
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
会
員
事
業
者
が
視
聴
可
能
な
環
境
で
配
信
さ
れ

た
。
な
お
、
今
大
会
の
ア
ー
カ
イ
ブ
映
像
は
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
青
年
部
会
」>

「
お
知
ら
せ
」

か
ら
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

来
賓
あ
い
さ
つ
・
祝
辞（
抜
粋
）

9ブロック・各都道府県の青年組織からメッセージムービーが寄せられた

◀︎
銀
賞
・
蔵
の
街
運
送
㈱

◀
銅
賞
・
大
輪
総
合
運
輸
㈱

黒田　智也
青年部会副部会長

岩田　享也
青年部会長

細江　良枝
青年部会副部会長

三浦　瑠麗　氏

河合　智哉
青年部会副部会長

青年部会が全国大会を開催
ＹｏｕＴｕｂｅでライブ配信

令和２年度青年部会全国大会（2月19日、全ト協）

全
国
の
青
年
組
織
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

全
国
の
青
年
組
織
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

全全  

トト  

協協

「
つ
な
ぐ
想
い
～
地
域
を
支
え
る
物
流
業
界
へ
～
」
テ
ー
マ
に

「
つ
な
ぐ
想
い
～
地
域
を
支
え
る
物
流
業
界
へ
～
」
テ
ー
マ
に

大
会
通
じ
得
た
「
学
び
」
を
部
会
活
動
に
反
映

業
界
繁
栄
の
た
め
「
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
」
を


